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BAR SFRUBH TNR -KSHRIG, APO, LEK 
(RSA, RE AARMATRBRER SD, WE 寿 ( 長 野市 長野 西 
高等 学校 )) 滝川 一 電 ( 北 海道 田 郡 京極 村 脇 方 , 日 鉄鉱 業 北 海道 鉱業 所 ), 富田 光 
孝 ( 東 京都 世田谷 区 鳥山 1009), 豊田 英 義 < 波山 市 道後 南町 2 丁目 487 う , 西宮 典夫 
< 宮城 県 本 各 郡 大 谷村 大 谷 但 業 所 ), 日 本 セメント 株 式 会 社 生産 部 旬 業 課 ( 東 京都 千代 
田 区 大 手 町 2 丁目 9), 肥田 ARRIETA LD, KSC 
RAVER ARAM, AAGMEKSHIRAD), Ae CaF RAR ENS 
RCCL), PRISER: CAMILA RH 17729, 日 鉄鉱 業 梅 ヶ 丘 察 ). 


MAB Allie KGABRHARAPRNS BIO, CRC GAS So 
RPE), FKBRORAT LAE SIUM bh A ARHBR SEL). 百 水 晴雄 
COUN APE Bh Ae), 高岡 公昭 < 大阪 府 池田 市 玉 坂 町 34), BSE CRAY 
並 区 高円寺 1 丁目 479, 古屋 方 ), AEWA CAKEASSLS a), 和 松本 徳夫 (九州 
KEBLE LES), 宮 久 三千年 (九州 大 学 理学 部 地質 学 教室 ), 三輪 正 房 (宇部 
市 常 毅 台 山口 大 学 工 学部 鉱山 学科 ) う , 森田 良美 (名 古屋 市 千種 区 不老 町 , 名 古屋 大 学 
理学 部 化学 辻 宏 ), 山崎 寿雄 (東京 都 世 田谷 区 北沢 2 丁目 280, SHE). 


BAMMSBORT 日 本 地質 学会 の 本 年 総会 と 於 て , 部 会 と し て 認め ら れ な た 日 
本 鉱物 学会 が 去る 6 月 9 日 , 東京 に 於 て 創立 総会 を 開き , 炊い で 10 月 31 日 , RE 
ICTS CHIRS © PHL 多数 の 論 娘 が 発表 され た . この 会 費 は 正会員 年 300 円 で , 
鉱 塊 学 雑誌 が 配布 され , 第 一 希 第 一 号 が 発行 くさ れ た . 別に 英文 報告 が 近く 刊行 され る 
予定 で ある . こ ょ に 鉱物 学会 の 設立 を 祝 す る . (KI) 


von Wolff RiSHE itn RES WRASEET Ferdinand von 
Wolff 博士 は , 1952 年 4 月 7 日 乱 注 し た . BSE 77. 氏 は 火山 学 の 名 姜 “Der 


Vulkanismus” O##&Lc, M von Wolff SK RADREOZRHL LCS 
Chor. (AK) 


Bowen 2RRNEONH 2- *—feEA Geophysical Laboratory の 
N.L. Bowen f§:0' 65 YOPAICHLREOXEEL, American Journal of 
Science ORSAI-B& UT, 2¢Gearxc# Bowen Volume が 最近 刊行 さく され た . Mes 
稿 者 は Geophysical Laboratory の 環 所 員 の 季 に , DOCS CAB LEM 
ARS AMBP bib, 総計 30 名 た に 及 ん で いる . これ ら の 中 に は Barth, Eskola, 
met, Niggli, Sahama, Tilley SO#@ 7A BOR GSR REL CKO, WA 
は 球 酸 塩 系 の 下 稀 関係, A ACKMOMEMLS, SHELNSE, KRIS SIRE ORE, 
S 岩石 鉱物 学 の 論 い 分 野 に わた つて いる . WH 627 頁 第 1 部 , 第 2 部 の 2 稚 
に わか れ た と の 大 冊 の 内 容 を , と ゝ に 紹介 する と と は 到 医 不可 能 で ある が , dos Bor 
派 な 論 次 集 が 刊行 され た と と は 、 それ を 獣 呈 され た Bowen Ft] 和信 の 喜び に と き 

ま ら すず , 岩石 鉄 物 学 に た た づ さ わる 学徒 を 穂 益 する と と ろ が きわ めで 大 きい . [八木 〕 
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FR Reis 1 ORR 
Sulphur Deposit in Uguisu-zawa 
Mine, Iwate Pretecture. ‘ Mee 
早川 # 久 (Norihisa Hayakawa) 


Abstract : Geology and sulphur deposit in Uguisu-zawa Mine, 
situated in the northwestern district of Hanamaki, Iwate Prefecture, North- } 
aest Japan, are described and some considerations on the ore genesis are 
mentioned. This sulphur deposit consists of some layered ore seams inter- 
calated in mud stone which were formed in the depression caldera of small 
scale relating genetically to the “Kuzumaru Volcano” already reported. . 
This sulphur deposit has been believed to be the “Lake Deposit Type’ 
but it is more reasonable to consider that it belongs to the “Flowed 
Sulphur Type’’ from theviewpoint of the structural and textural features 
of the ore seams. 
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SRAULAF RAAB BAN ICHOT, 西 鉛 部 落 の 北方 約 HH, 
70 ORR ROKELVICHIAT 5, TEBM GIS BHO (ASH b RUGS 
部 落 よ り GUTEIA AAPA Lb Fy PeMFS AGO 


は 古く , 明治 19 年 , AAA ORG AS BRON & FE5LL CHRGIC TA FL CD 
| 来 , 明治 37 ICILILRROM MRAZ & Bose, RATE Mae CH 


業 を 開始 し , 同 40 FI AOWRRORS ICE b A reheat 30ton を 産 
出し た 。 fl 41 F7EBORRKOMAL ID KRM 2 基 を 増設 し , AB 
120ton の 符 製 硫黄 を 産出 し た が , 後 資 金 難 に 陥り 花巻 銀 行 の 有 に 帰し , 
犬 正 4 年 同 銀行 の 破綻 と 共に 休 山 する に 至 つ た を 。 KRCKES Hl AEB 
の 宮沢 氏 外 1 名 の 所 有 と た なり, 同 3 月 に は 現 鉱業 権 者 の 先代 小田 良治 兵 
OBB SLcTALED, KiE 6 年 に は 従業 員 800 名 を 擁し , wee 
年 間 7000ton を 産出 し て , 松尾 , Ba, 奥尻 各 鉱 山 に 亜 ぐ 重 要 鉱 出 と し 


Bie Wii RE G35 B36 E 6 eA 27 12 4B 
* 面 宮 は 東北 鉱山 学会 第 十 回 総会 に 於 て 講演 し た 。 (昭和 27 年 5 月 ) 
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Bore, We 13 年 再開 迄 休 山 を 続け , Fe eb, Bee 
"設置 し た が , 同 19 年 鉱山 整備 の た め 再 び 休 山 し た 。 其 の 後 昭 和 20 年 9 
月 再開 同 22 年 6 ALOR RORNZA CHS. 調査 当時 従業 員 約 100 
Ae we, ALP OM Moho LIRR OTE HERO > PIC CHR 
を 行い , APR 3 基 , KEE 2 基 を 備 へ , 1 ヶ月 精製 硫 100 738 130 
ton APL TVS : 
筆者 は 昭和 26 年 8 月 及び 10 AAG RT ORAS, 周辺 地 
ROME EO KEG ICR CLA CHUL, 本 人 久山 の 硫黄 鉱床 は 筆者 
OPM GA ALOMAR ICRA Nee LOCHSCLE Mo AR 


CATCH, HLL CAMUWOMRBRICOW CHRLEL, HOZORRICH - 


LAT OSES TE SL. 

現地 調査 は 岩手 県 の 委嘱 に 依る , TEV 1 GE PRORACIC BRL C4 

た を も の で ある こと と を 記し , 調査 の 機会 を 与え られ た を 事 eR 
る 。 又 調査 に 際 し 種々 御 高配 を 辱 ふし 且つ 多く の 有益 な 助言 を Wore TUR 
「 護 次 郎 氏 に 深謝 の 意 を 表す る と 共に 種々 便宜 を 供与 され を 鉱山 職員 譜 氏 に 
深謝 す So 

fA BB I ESR O PIR Wore PRECRHORE ET る 。 


鐘 床 四 近 の 地形 及び 地層 分 布 上 の 特徴 
ASIIU OSS BS UR LUO REITER Ot & 7 RICE 7c ERE 


Wisi GES ZS MRIL, GIROMUET る 兵 陵 性 山地 より る も 比 高 が 高 


CO, MMEeRROs vr IRHiCACABREELCZNEABARL, BS HW 


$82, MICE LOW KORME TIL, HLUBAMISICET RAHI 
ロロ 丘 の 如き 観 を 量 す る 。 


往 床 四 近 は 葛 丸 火山 の 噴出 物 に よ つ て 構成 せら れ , 同 火 山 の 活 動 申 の | 


Ad 期 及 び le 期 の 産物 た る 石英 実 山 岩 質 集 塊 凝 放 岩 (石英 姿 山 岩 の 類 則 
RON BE RAT 3) LOBSURACE BE KIWIS kD ROTH SMS, 前 
た 逃 の 丘陵 性 山地 に は ZOMROMIC, Id MOB Le eM REA FE 
A ee ALT, ZS 10 乃至 20 HK 
の 特 殊 な 堆積 岩層 を 沈 積 そ せしめ , 本 層 中 に 硫黄 鉄 床 が 用 胎 され て 居る 。 両 
b ZO Pt ASIC IE » BOREAS BAU BEES el 
み , CODD NS, LOWS AHWRICM Cit BMC Bian cee 


fie. 


1) 早川 典 久 ; SEL NX OMERI I EGBA Ok RICO vc 

2) 慕 丸 火山 の 活動 は 策 I, 及び 第 IL 期 に 分 けら れ 第 1 WRIA Ia へ Je Ho 
5 WICK Sat, 各 活 動 期 の 問 に は 休 下 堺 の 存在 し た こと は 前 報 た 述べ だ 通り で 
あぁ る 。 
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せら れ , PREG REIT A MACHT LIRICA DaOM EEC, 
BA BORO ECR L, SUIT AC HOR OTE STHUBRIC A C1t BEILORE 


: AR GETEROMBE VY ARCH L Coo Bo LARS AANDRE, ー 
_ の 泥岩 より 成り , MRA IBIS os, 地層 は 丘 陰性 山地 の 中 心 部 に 向 つ " 
oy. 4; 全般 的 に 10 BESO ARTS BIRTH, MPIC ROCHE L Wee 
PEI OCR SOPH ENS, DEORE ERO BE 

| 上 の 特徴 か ら 推定 する と ^ EDEPELLISUFIRIC HEEL FRR SLR BITS 

| HIRIA- HALKIO FBP. Td He Te 期 の 中 間 の FRILNRIC- ABBE 

; 生じ た depression caldera ASIC YR ASAE S Ne る の と 解 さ れる 。 
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れ , VES HICMBE KL 
_ て 兵 有 され る 。 北東 部 
| 花 立 寺 地 域 で は 1B, 叉 
! 北西 部 , Stew Cit 
:6. BOMBARD 6, 
EDBA| は 10cm 程度 が 
ら '2m に 及び 時 に は 特 
殊 な 場合 に 3m 以上 に 
達する と と も ある 。 録 記 
は な 周 縮 基 し く ・ 敵 部 | LUE 
ae ERE 
—ESRICHINL. 特に 膨大 
iN 
BOSS, Weta 
"と の 境界 は 明確 で , WE 
ABS Ald ab 2D 5 1s, 時 
ICL ELH IC GEL (ka 
。 BRICK) PH MORY 
られ る 場合 も ある 。 
本 鉱床 に は , 他 の 多く 
- OPE MEER SKERIC AS Bh < SLUG ABR BA LOR GIR HAS & 7 SURE 
er ESR Ah Wray: SBE Ne 


, . : 3; x 


\ ial eee 


172. BAARMBRS Sm 


Ik DSLR OIC HED すべ て を 通じ て , 割 目 や 微細 な 裂 弓 或 は 層 理 
MICS. CHAORMMBERS HN, 時 に は 立 射 状 の 集合 を な し て いる の が 
BOSS. 

ae GE OREME : GIEO RAK 


第 二 図 北東 部 geste fit [ASLOS C WIMIZL CBS 
PSD % SRB VEARBE DIC, 現在 探 掘 の 行 は れ て いる 個 


所 に 於 て 鶴 察 し 得る で に すぎ た ない 。 
ALO is STH O SCRE RE 
OSL IS SP Reid B— SICAL 
730 CHS GhBlL 6 Bx Be 
| Sas, 現在 は 上 部 より 第 三 , 第 四 
両 層 の 膨大 部 を 通風 琉 中 段 , AE 
中 段 及び 五 号 第 三 中 段 ほ 於 て 採掘 
し て 居る 。 特 に 注目 すべ き 事 は 乏 
の 両 層 が 通風 寺 中 段 附 近 に 於 て 合 
—L CHEE ARIIC HB e BOs, 
— BOSE AST 0 BBE LIAB 
示 じ て いる こと こと で, HOMSRAE 
さも 3m 以上 に 達し 且つ 特に 層 
Fale BEDS Lo 
BS BIEL vy AIRC Wha e RRR 
し , REA CSIC LOS MARIE 


Coe Vea Pt ICRBT So 
JHAOTE NE SAORO VANE 
oe ee PDL OS GUAR ABE IB BIC AR 


し た 通り で , 1 層 の 鉱 層 が 認め ら 
れ て , FARSTHDSRIC LLL CBs 
波状 窒 曲 を 行 つ て いる が , 花 立 坊 中 段 南西 端 の 現 探 握 個 所 (c-c' 断面 ) に 
於 て 見 られ る 如き , 一 種 の thrusting が が 認め られ る 。 : 
A: SAI OR ARE EL, 明 肛 な 薄 層 理 を 示す も の が 多く , 
時 に は 塊状 を た し て 層 理 を 示さ な い 部 分 も 認め られ る 。 HEME BT 3H 
合 に は 噌 視 色 の 地 の 中 に , 層 理 に 沿 ふ て 金属 光沢 を 呈す る 部 分 を 含ん で い 
So MAEM EL CHPICMAT NE 0.1mm Lb FORS & OFF RR 
AGI, 石英 及び 調 長 石 の 破片 を 交 へ て , SRO HIE BAM 
FBINEIE Sh NBGA BE IC SO CBS 1, BEREAN OK BIB EBDIC & 
QUIERES TH) (Fig. 1 或 は 硫黄 の 不定 形 結晶 が 前 項 同 様 の 不純 硫 
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硫黄 の 破片 状 結晶 が 多量 の 有機 物 硫黄 の 不定 形 結晶 (S) が 多量 の ) 


Rats, 一 見 非 品質 と 見 える 不純 機 物 を 含む , 一 見 非 品 質 と 見 える , 
MBC LO CBR SH CW OTK 不純 硫黄 と 共に 麻 状 を な し て いる 
を 示す 。 石英 (Q) ROBEZA (F) 状態 を 示す 。 (下行 = ニコル) 

ORR ACN, 硫黄 結晶 自体 る 有 se 
Bimic LO CHRSH Co Le 
(B= 47) is 


黄 と 共に , 層状 或 は 偽 層 状 を な す (Fig. 2.) と と が 認め られ る 。 基 の 他 石 
英 及び 府 長 石 の 破片 と 共に , RKAMLBDEUSHHDMBANSTL 
LDS. HBEAMEZNERAICTSCLGHRAVA, BLO CAMB 
と 推定 され , BHOAT fils ZESZRBOA BIC HLT SZLOL MS 
US, 即ち 鏡 下 の 観 察 か ら す れ ば , KWALSRORBWME BA CRT 
黄 が 温度 の 降下 と 共に 不 黄 結 品 を HHL, KIL KORORBRIBER EE 
に 任 い 共 融 混合 物 を つく る と と な くり リ , その まい 固化 し , MOTB 
する に 至 つ た も の と 考 を られ る 。 析出 し た 硫黄 結晶 は 流動 に 伯 つ て 破砕 せ 
Bil, 破片 状 を 呈す る に 至 つ た も の と 解 さ れる 。 
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1. pI depression caldera 内 に 堆積 し た 地層 中 に 鉄 層 を な し て 不 


1) 共 融 泥 合 物 を つく ぐら な いこ と と の 理由 と し て 多量 
SEO AIM NCE CULAR ETE ABE 


な 関係 を 持つ も ゃ の と 老 え られ る か OES 
が 行 は れ て いな い o 


0 失 さ る 0 ; ) 
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2. 地層 は , 炭 質物 を 含み , RICRILORAEMACHBEL 挟 有 する 


| RRA ALONE AOU LATE AIRE K DIR D SLR 


HOPBEHICae i Zz SS 
8. Maes AR Lk DPIRAIC IOC 10 EPYLO MMA な す と 同時 


-, RIAESH-P TO Fo, WHE AA ARBRE DP 


BONSCeEMdS, 


4. 久居 は レン シズ 状 に 原 胎 され, LAE ICT SBS eR 


BEL, Hi BE Neb Mis DBRS LBD る 。 Rie aa 
5. GE Lea EC ORIMANINEC, 基 の 問 に 海 移 関 係 は 認め BNI. 
6. RALHROM HARRIERS, 多量 の 有機 物 を 含ん だ 一 見 

非 品質 と 見 える 不純 硫 四 に ょ OC Bi SL, 硫黄 結晶 穫 体 LAM x 含ん 

CHREN TW, 有機 物 を 合 ん だ 硫黄 話 融 体 か ら 結 品 を 析出 し , 流動 し 

つい 固化 し た と と が 弥 は れる 。 , 

7. ARSLVRIC Ik SUSSI PR-P HCA CERI PR A SUR & LC REPRESS 

に も 特殊 な 変質 作用 を 認め な レ い が , BAP ERIC PROG AGED AR 
され て いる 。 

CIE OME k DT ie, depression caldera 内 は 湯 沼 の 如き 

高温 の 弄 境 に あつ た と は 考え られ まず, むし ろ る 一 部 に 亜 炭 層 を 生成 せしめ 多 

量 の 有機 物 の 存在 する 低温 の 沼 池 の 如き 環境 に あ つた を 事 が 老 を らち られる, BE 


BL AIC, Pe Oy Fees 堆積 し て 未だ 充分 に 固化 せ ざ る 以前 に , 沼 


WOT A DHRLIAEO & SL RANNEL oD, mPa vee Ce 
流 状 と な つて 池 底 に 流出 し , WAL OUBL hic, HOMICAM Mae yx 
状 に 挟ま つて , WE LILIC MI Mh 打出 し だ も ゃ の と 推定 され る 。 WEA 
ERO BOHE 7s ET MIS HCY © PRO HE EVETEO BUM TTF PRES LOCH 
り , Treo ALE O PRO RB IMC ko CHESS DUCED MEME S 1 


Je ae 


FESDOERLNS. BIEL ALO HERO (ES 2 Dat iCeEDREI 
堆積 岩 類 は その 後 も 不安 定 な 状態 に あつ て , caldera 内 部 の 沈降 に 任 ぶ ふ 側 


EPRHICL Zi) SORBIC ko CHIME, — AS SAIS IC EBS (R72? Hh 


を 呈す る に 至り , MIE DED Zhi BY 7c EUR MIC A REE LS LICH he: FTO 


FADEBZ SINS. MMIC WOLD L Db DBTIORIL Eb B 


9 E CIGAR ERLE & OSERASWGTEC £ ORC MES DRO Tho C ED BE 
HENS. SHORE BEL POO BELIBS Lt, BAX 
ul IC LOREM > DAE, TEES TESIC AUD O75 HM: BIC BA, 
FOUR HS LIAN BEDS NES Be Las 容易 に 想像 きれ る で あら う 4。 HB 
UBERIC EAC, Vase 供給 が Views 行け は れ な WAEO Fels, daa SRL DS AZ BS 


ICSIR SPREE A ENIC ERS Ce CE ISR KIL) の 場合 に 徴 し 。 


SS yee te eee a ee 


 BLIEICMBLE LOL SN), BIS ACUTE AE PRS ART RDS DRE 


Vo AGEAR DSTA] —SLPRPS IC LYS SL PRP I ESR GIS eel en 


ea eG Pa cake pian 


TCOMRLMS ETS CDS. MLZOKE SABA KUOBE TRAE 
の 規模 より 考え て 小 規模 の も の で あつ た 事 が 推定 され る 。 
本 邦 の 火山 活動 に 関係 を 有する 硫黄 久 床 は 火 の 如 < 分 類 き れ 
I —REVEMICE SOR | 
a. pag AE (Sublimation Type) 
b. Pei SiR (Lake deposit Type) 
c. Syemgtpe (impregnation Type) 
lI. ca ena よる 鉱床 
a. eyewear (Flowed sulphur Type) 
Ds SE YAMS, pe (Ponto Type) ° 
WAASLIRIAIRE, 幌別 等 の 人 鉱床 と 共に 沈 滅 型 鉄 床 に 属し , re ieee 
し て いた HS me hOMRL (ERT ST TICKET, Sri L Fe EASE 


LCUBEGT CHO EDEEN) て いた の で ある が , kos 
Be ee と 結論 し 


に も 特殊 な 変質 作用 を 認め な い 事 実る も 之 VAR ee 
ら う 。 Mee RO SLEAE OIC BAD Ms Babe BS TIC HE wi 

LI SR oe ; 
BOLBINS. HLOROAT (t BRA 火山 に 於 て も ERR 
黒色 粘 王 化 帯 に BOE NSTEBD So 


1) 渡辺 式 男 : RRO KMPER ORAOR EM, 科学 , 第 7 
, #2 1,2 2, WA 124 1,2 5 

2) BRA : APPL AO ORS, WAAR 
3 &, 4 2 8, Wat 27 2 A 7 

3): AS : KURA CO CHUM OWL R ORGS KORA OB RIC Y 
N.C, 地質 , 第 44 B, 第 522 号 , 昭和 12 &, 3 月 i 


4) 訪 地 信 世 : AHPRZOKLUDSLUDHEMTIAES, AU, 4, 昭和 6 年 


- 
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. 結 語 
MA 
行 つ た の で ある が 乏 を 要する に 本 鉄 床 は 高丸 火山 の 火 成 活動 に 伴 つ て , Wy 
「 季 的 な depression caldera POP HEEICHIMARE ASHE L CABS Ie 
る ので, 従来 説明 され た 如く 洗 淫 型 鉱 床 に 局 す る も の と 考える より る も , 燈 
流 型 鍼 床 の 特殊 な 型式 に 属す る も の と 考え る 方 が より 至 当 で あら う 。 


ひだ 和 岡 産 コ ンド ロ ド 石 に つい て 
Chondrodite from Kamioka, Japan 
BOR 4% (Tamotsu Nozawa) 


Abstract: A new locality of chondrodite in Japan is found from a 
crystalline limestone included in Inishi syenitic rock, near Kamioka mine, 
Gifu Prefacture. 

The optical properties, the chemical composition of the chondrodite and 
the limestones in Inishi syenitic rock are given in the table 1, 2, 3, 


respectively. They show resemblance to G-chondrodite after H. von 
Eckermann. 


Pps 


Chondrodite skarn here contains phlogopite, clinochlore, diopside, heden- 
bergite, titanite, garnet, and ‘secondary serpentine which replaced the 
chondrodite partly. A little quantity of dolomite is found accompanying 
‘with the chondrodite, but the limestones near the chondrodite locality 
is not dolomitic. 

One of the conspicuous characters of the chondrodite from Kamioka is 
‘the high content of MgO up to 57,04 in weight percentage, as well as the 
‘poverty of FeO 1,08%. Therefore the ratio MgO: FeO is about 57 which 
is a remarkably high value compared to the chondrodite from repre- 
-sentative localities in the world. 

The presence of chondrodite in Inishi syenitic rock and its extremely 
high ratio MgO: FeO bear some meaning. on Hida metamorphism, i. e. 
the metamorphic differentiation seems to have taken place so completely 
in Inishi syenitic rock, that the Fe content ‘was expelled out almost 
entirely from the roek, as well as from the chondrodite and their is 


formed ‘basic front” rich in Mg in the course of the granitization of 
" Inishi syentic rock. 
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eee ee Aa, at . 
| a 1M コン ド ョ ド 石 産地 と 附近 の 地質 略図 ンド ョ ド BD 


Cig tates e RA 
層 に は っ コン シンド rr ド 
石 と 方 解 石 が 略 同 
量 に 入り 組ん だ 形 
で 大 る GR る 
ンド rg は 
の 層 の 一 方 の 外側 
に も 分 布 し , 層 に 
VO FLIEKL RE 
Lise 24h 
2 EF BORD 


びそ れ を 切る 節理 

ClO CSF 

el Lots) [B ANP BIS CR 

HE GE FED A Mm Fee 。 状 に つなが つて い 

OVE Wa Be BS 花 賠 内 花 賠 内 。 る 。 石 次 岩 中 に は 
‘Teh ひび 細 粒 岩石 ae pied a 

gee IKE = : eee ョ ド 右 層 と 

we eee. PAE EEO NG 

“URER EE ツ ees (第 2 


1: コン ド セ ド 石 産地 , 2: GI, 3: 二 十 玉山 頂 , 図 ) 
4: MOLL. 5 : 同 鹿 韻 事務 所 , 
6: TMA 


& 2,38) iM~ay Fer ADBKAT IF 
ae 2 & 第 3 図 


CC: コン ド r ョ ド 石 , D: Aine, H: へ デン ベル グ 右 , し : 方 解 石 , 一 部 に 微量 の 
HEAXS.< ts, P: @Saht 


nm : “4 5 Pay, 2 a pr ray Poe 
A <4 Pg ae ER aren: Since ce ES 
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ンド ェ ョ ド 石 を ふく むむ 品質 石 放 岩 を 探 集 し た 。 コン ドゥ ョ ド 石 は 大 陸 の スカ ヵ カル" 
ン に は め づ らし くさく ない が 日 本 で は 最初 の 発見 で あり , セ > -DBRORM 
と し て る も る とれ ま で に は 渡辺 武男 に よる 長野 県 常 毅 り 及び 加納 朝 に よる 神奈 
EPR OWS Pe =ー ム 石 が 報告 され て いる に すぎ た ない 。 と に 
神岡 産 コ ンド ョ ド 石 の 産 状 及び 諸 性 質 を 報告 する 。 _ 

また , CIRO IC ay Fv RADE STL, 及び その 化学 成 
分 上 の 特徴 は ひよ だ 変成 作用 の 性 質 に 関連 し て 意味 が ある よう に 考 を ら 私 る 
の で 寸 見 を 加え た 。 


Bok: BF 1 

神岡 産 コ ンド ョ ド 石 を 発見 し た 当時 は , 筆者 は 東京 大 学 在 学 中 で あつ た 
OC. 研究 に あ た つ て は , 総 始 渡 辺 武 男 薇 投 の 穏 切 な 指導 を うけ た 。 ま た 
WSL, BAB, FRE HORERD 6 LAR RE DO. NCES 
析 は 地質 調査 所 の 安藤 武 氏 を ゎ づ ら ゎ し な た 。 

と まい に あつ く 感 謝 の 意 を 表す る の で ある 。 

Ew KR RE 

AER oy Fe Sd AHRIOKL PRI AID SEO PLL & LT 
SHREC, PROOCMNELTHAL LAHORE AKA RIC 
産出 する 。 PUNRANAAAEROMC LSLURA RS MO-B 
で , GRE RB EL, KBE L NICHE 5 TERRACE RAC 
よ ょ つて 関 長 岩 質 岩 石 と な つた と 考 を られ る 岩石 で あつ て , MAAKBES 
数 色 有 し て いる 。9 

コン ド r ド 石 産地 附近 は ひだ 変成 幕 の 南 限 に 近く , 若い 古生代 後 の 船 津 
AE fer Be ORE RAED FZ AE PRS OSE (ICIHO CH SAS, コン ドゥ 
F APEMIC EC TI OPA RADE & OER て いる と いう 証拠 は 
aro BEDE ELS AIRE O 7228 CAS SSE ° BEATE POE 
質 片 疾 岩 が 主 で , 眼球 片 次 岩 , SPEEDY IUES OEE is EE ROT 
いる (第 1 BD eh | 

コ ョ ンド r ド 石 産地 は 風 低 の た め % め 露出 は 良好 で な い 。 zy ER FR aRE 
REG, 互 料 品質 で , その 中 に や ぃ 暗色 の 巾 約 20cm で 微量 の 白 喪 石 
Ka CETEDS D (第 4 図 ), 更に その 中 に それ と 平行 で 巾 約 3cm の っ 


1) 渡辺 武男 : RULE BE OMNEtSS (3), HWEEME 41 伏 , 1934, p. 457-460. 
2) MARE: FRREEAC. - DRL LOSEESMICOVC, BEE 35 4, 1951 p, 


116-122. 
3) EAR: PURE SHAD RICO Cc, HPERME 56 &, 1950, p, 265, 
同 OTE SE UNIEO HB a VAIO RAICOVYc, HPERBE, 5848, 


1952 GaP) 


\ 


: 


ee 


RGA DDoS SM WHS eS RERAOR 
2cm OF ECE V Ete iy 下記 お ける ス え スケッチ , FiO ea 
_ 質 石 放 岩 中 に コン ド r ド 右 が 散 吉 


(OAS ONAL ay FREE 


L, SRA RICEVEILALRE 
し て いる 様子 の 見 られ る 転 右 も 附 
近 で 控 集 し た (第 3 図 ) 。 

侵 西 関 長 岩 質 岩 右 の 中 に は 多数 
の 包 有 右 話 岩 塊 が あり , コン ド r 
FARCE BDL Bt Sew 
石 仮 品 は 所 々 で 発見 され る が , 2 
ye FRtelc と の 一 ヶ所 の 他 
に は 発見 され な か つた 。 


C: avketa, D: ABA, Ca: ele 
®, Chi RIES ' i 


ンド ロ ド F ド 石 の 記載 


次 眼 観察 に よる と 神岡 産 コ ンド = ド 石 は 淡 黄 補色 , 不 規則 な 他 形 塊状 で 
人 1~3mm 前 後 が 多い が 中 に は 8mm に 達する も の も ある 。 一般 に まる 
味 を 玉 び 方 向 性 は な が , ay Fv FRPRORBALS ( URREEO 
周辺 部 な ど で は 各層 に 平行 し た 方 向 ど っ ンド ョ ド 右 も , BRBERICOO 


て いる 。 鏡 下 で みる と 糖 唱 状 の 方 解 石 結晶 の 一 部 に コンド ェ ョ ド 石 が 包 有 さ 


れ た 形 を と つて いる と と が 多い 。 (第 5 Bo ay Fe PARE CHE 


は みとめ られ 本, 割れ 目 や 四 入部 に 富み , CNEBERPAIEABA DA 


"ん で いる 部 分 る ある (第 6 BD. SPRAY Fe FEORRMOM 


に は し ば し ば 包 有 され る 。 白 圭 石 が 小 量 不 規則 な 形 で コン ドゥ ョ ド AICHE 
し た り 漠 立 し た 小 塊 を な し た り し て いる (第 4 BD). 
第 5,9 図 tmiM@ayrer OSES 4+-Nicols,i%x 80 


a 5 図 第 6 図 


C:ayv'Fu Fa L: Aika Cl: Aves 
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a ¥ anes { 
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Ale 


“ 鏡 下 で 特徴 的 な の は 小粒 の 結晶 を 除い て 双 且 双 品 を ほとん ど 常 に 伴う と 
と で ある 。 そ の 双 上 品 ・ 接 合 面 は (001), (305) の 2 竹 類 が ある 第 7,8, 9 
図 )。 両 種 の 双 上 品 が 共存 す る 個体 は 見 当ら な い 。 


第 7 mM z3ayv Fe FAD (001) 


305 * 接合 面 く 
を 双 品 ・ 接 合 面 と する 双 唱 の 光学 第 8 図 (305) を 双 品 ・ 接 合 面 と 
玖 方 位 の ステ レオ 投影 図 。 〇 印 は する 場合 
光 軸 の 位置 


SON 富岡 産 コ ンド ョ ド 石 の 主 な 光学 前 性 質 は 第 1 表 に 示し 
RAMOS eo 屈折 率 は 浸 液 法 に より , Teh | 


+-Nicols, x80 fA, 治 光 角 ば は ば エニ = バー サル ・ ゃ ステ 


AF x AW CHeL. THEO 
値 は と れ ま で 知ら れ て いる 代表 前 
な っ = ンド r ド 右 の 値 に は で 一 致す 
る が , 消 光 角 だ け は 著しく 大 きい 
(第 3 表 )。 し か し 外国 に る 31° 
位 の 例 は ある よう で ある リリ av 
PRA EMO . - AGRO 
C:ayke kG, L: Hime と は 光学 的 に は 清光 角 の 大 きい こと 
tlc kockhiansa, 

JEXF ot HT Oi 県 は 第 2 表 に 示し た 。 と れ か ら 導 び か れる 分 子 式 は 
(Si,Ti)i-7o(Mg.Fe)s.00(OH,F)z270e19 で コン ド r ド 石 2Mg,SiO,- Mg 
(OH,F). 又は (Si)。 (Mg)s (OH,F), Os に 略 一 致す る 。 HO OB ase 4 


BODIE ME BCG IC BAL FRG RBSEN THEO で は な いか と 考え られ 
ba 


1) P, Eskola, The contact phenomena between gneiss and limestone in 
western Massachusetts, Jour, Geol, Vol, XXX,£1922, p.270 


ay 
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第 1 表 MMBay fe PAO HHE 


aR od Bs 
複 Vat 折 
光 th 角 和 12V over Z 
1 6 fH 001 A x 
& & 性 
ys BE SP 散 


@ = 1.602, 
y —@ = 0.038 


(45) 299,076 2) 752575 °"75° 74°, 71°82. CRT 5S 


B= 1.616, 


36°, 36°, 34° 781435° 


zr L. 
Pe fae) 


*1. 主 屈折 卒 か ら 2V を 計算 する と (+) 75.6° と な る 。 
*2. 各 測 定 値 の 相 異 は 一 枚 の 薄 片 中 で も 5° に 上 る 。 主 に 個体 差 に よる と 老 


Atom. ratio 


Atom. rotio as 


Si 5120 
Ti 12 
Mg 14144 
Fe 150 
Al 134 
F 2536 
OH 3966 
O 23438 


Mg +Fe=5000 


1790.95 
4.20 
4947.55 


§2.45- 


468.70 
887.10 


1387.25 


8195.35, 


J 


安藤 武 (地質 調査 所 ) 分 析 


えら れる 。 WEALTH So 
{ 
第 2 表 神岡 半 ュ コン ドゥ ョ ド 右 の 化学 成分 
Weight% Mol.prop. 
SiO, 30.79 0.5120 
TiO; 0.10 0.0012 
MgO 57.04 1.4144 
CaO trace 
FeO He@ Ee came 
1.08 

ee, } 0.0150 
Al,O; 0.69 0.0067 
F | 4.82 0.2536 
K,0 n.d. 
Na,O n.d. 
BRO } 0.1983 
10 3.57 1983 

98.09 
O for F 2.03 
Total 96.06 


HERBMDAVAKA 


ay Ky FRAALY ORR CELEB CH 5. 


STG CORLL, MURR COR 2~5mm “CBE APR We 
る と wo <1630 CHS. 2 Fe KR BRO BMA EME Cit Mani, 芝 
開 面 が 屈曲 し , 外形 も 層 の 方 向 に の び “ragged outline” を 示す よう に た な 


So 


HEA 小粒 で 鏡 下 で 発見 せら れ , 不 規則 塊状 , 2 0.1mm で まる 味 
EBO TIS. MMR © > 1.678 で ある (第 4 図 )。 


a ae a 2 NB OA Baro HN SPA DER se RN Sites ERE RNa RSL MLM Nn hear een 
RS * A ’ を iN TR 7 rit Qe tai oe oe 4 = 
Be } \ 1) oti Ni We nda ta IRA ly ag ht a Eee 
& ae 4 “s ‘A 
18a" 2A mm Re Se 


第 3 58  HIMEEL AOR av Fe FO + 
化学 成分 及び 光学 的 性 宮 の 比較 


mone 


Kamioka!) Tilly Christian | Mansj6%) Nordmark®) 
ange Foster?) sand) H.von Ee 
CS f T.Nozawa | Brush T.Barth Eckermann | Hi. Sjogren 
Bi SiO, 30.79 33.67 32.07 33.85 34.05 
TiO, 0.10 = 0.23 0.13 
es MgO > 57.04 54.79° 53.26 55.21 48.30 
ai, CaO trace aod 0.24 
MnO le 23 0.08 3.70 |. 1.24 
FeO 5.94 3.50 . 10.54 
NN 1.08 
J Fe,0; } : — 0.35 0.54 
Al,O; 0.69 = 1.13 1.23 > 
a F 4.82 | 5.30 ~ 6.28 4.50 5.40 
a Na, n.d. 2.55 2.74 2.90 2.30 
A ; 
fon H,O— — 
98.09 102.25 100.26 101.43 102.50 
O for F 2.03 2.23 2.68 1.42 2.27 
Total 96.06 100.02 97.58 - 100.01 100.23 
Indices ;# 1.602 1.635 1.601 1.607 1.619 
of 
ER ls 1.616 1.645 7620 1.632 
tion y 1.640 1.663 1.637 1.643 1.653 
Opt.angle} (+) 75° | (+)very large (+)85°—90°}- (+) 72° 14” | (+4) 79° 40° 
Ext. 
angle 35° 26° “272° 26°25’ 27°30’ 
; OO1A X 
\ 


I I 


1). Analyst. T. Ando. Geol. Surv. Japan. . : 
: 2). E. S. Larsen. The optical properties of the humite group. Am. Min. 
vol XIII. 1928. p. 354-359, 
3). T. F. Barth. On contact minerals from the precambrian in southern 
Norway. Norsk. Geol. Tid. Vol. VIIT 1924. p.94-96 
4). H. von Eckermann. The rocks and contact minerals of the Mansj6 
mountains. Geol. For. Stockholm. Vol. XLIV. 1925. p. 279-383. 


5). Hj. Sjogren. Chondrodite von Kafvertorp. Zeit. Krist. Min. Vol, VII. 
1882" pr113-152. ‘ 
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Sp ZER} 無色 板 状 ,  0.5~3mm, 時 に 8mm HT る る 大 き な も の も あ 


So 金 雲 母 層 の 他 に スカ ルン 本 全体 に 分 布 す る 。 光 軸 角 を ユエ = バー サル ・ ス 
テイ ヂ デ 測定 お る 。 L 2V=(-)0° CHS (H 6 図 )。 

自 泥 石 (clinochlore) 鏡 下 で 無色 板 状 , 径 約 l1mm, 金 雲母 と 同様 に また 
HiRoOCay Fe EAICHHREL TH STEMS 光 軸 角 2V = (+) 6°, 
消 光 角 CA Z = 10°, 尾 析 素 «は バル サム より 高く ) 7 は 金 雲母 の BL 
は アア より 低い 。 伸長 方 向 は 負 で ある (HEM). 

RR と の スカ ルン を つ \ ず 緑色 層 を つく る 。 径 
状 結晶 か ら な る 。 コ ンド ェ ョ ド 石 層 に は 人 枯 く な い (第 3 図 ) 。 


ヘ へ デン ベル グ 石 財 眼 的 に は 黒色 で ュ コン ド セ ョ ド 石 層 総 辺 を 鎖 状 に と り を ま ・ 


o J Imm の 小粒 塊状 結 品 及び 8mm に 人達 す る 年 自 形 笑 状 変 唱 を つく 
ae 2 図 ) 。 
‘hae FARSI, ft 2~5mm, われ 目 に と み ; DIAC ZO CR 
石 様 の 鉱物 に 変質 し て いる 。 ; 
a MICH 0.5mm の 自 形 小品 が コン F v ド 石 結 品 の 中 に 包 有 され て 
いる 。 
BRB 2y Fe PR 2% の 白雲 石 を と を く 婦 卓 質 石 放 岩 中 に あ 


So し か し こと の 含 白 雲 石 石 放 岩 は 巾 約 20cm の せま い 層 に すぎ まま, その 外 


側 の 石 座 岩 中 に は 白雲 石 は ない 。 一 KIC PORE A HAO Ame 
MgO に 逐 し と 。 こ と の 附近 で 穫 業 的 に 利用 され て いる 石 次 BODMHE AT 
% MgO は 約 196 に すぎ な ぃ い (第 4 表 ) 。 

第 4 表 用 岡 久山 附近 の 品質 右 話 岩 の 化学 成分 


tase > 3 

= »#|* @ 島 
Ig.loss 34.21 32.48 a 
CaO 45.46 43.77 54.93 
MgO | 0.87 0.74 1.53 
SiO, 14.20 17.45 0.53 
Fe,0; 1.42 1.55 0.19 
Al,O; 0.72 0.73 0.20 
. Sone 96.73 aoe 

| 


日 本 鉄 産 誌 “TH. 1951 p. 137 
oR # No. 9, 1950 p. 356 
同 


コン ド ェ ョ ド 石 層 の 中 で は 白雲 石 は 方 解 石 結 品 に 包 有 され て いる 場合 が 多 
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0, コン ド ェ ョ ド 石 に 附 着 し て 共 k に 方 解 石 の 互 品 (に 包 有 され て いる と と も し 
ば し ば ある 。 そ の 形 は 方 解 石 の 一 部 を 交代 し じ て 和 形成 され た と と を 考え させ 
る も の が ある (第 4 図 )。 

南 岡 産 コ ンド ロ ド 石 と ひだ 絡 成 作用 

産 状 か ら み る と 神岡 産 コ ンド ョ ド 石 は 唱 質 石 交 岩 が 伊 西 関 長 岩 質 岩 石 の 
fete Bae (front) に 接触 し て 形成 され た を と 考 を られ る 。 | 
* 伊 西 関 長 岩 質 岸 石 は ひだ 変成 岩 の 一 員 と し て 特徴 的 な も の の 一 つ で あつ 
て , 同種 の 岩石 は ひだ 談 成 帯 の 中 に 少量 で は ある が 広く 各地 か ら 発 見 され 
る も の で ある 。 と の 岩石 の 花 賠 岩 化 作用 の 経過 に つい て は 別に 発表 す BO 
も り で ある が , いく つか の 興味 ある 事実 が 知ら れ て いる 。 

伊 西 関 長 岩 質 岩 石 の 花 庫 岩 化 作用 前 終 に おけ る Mg, Fe ORB, Vb 
% “basic front” ) の 特徴 の ーー つ は Mg: Fe の 比 が 大 きい と と で ある 。 
CORATORAD, 石 次 質 岩 石 や 黒雲 母 を 主要 苦 圭 鉄 物 と す SPEAR 
岩 塊 な どの 周辺 に は し ば し ば 交 石 ば か りか ら た な る 侯 黒 帯 が と り ま いて いる 
が , ほとん ど 遂 贅 石 ば か りか ら な り , ベ ヘ へ デン ル グ 石 が 存在 す る の は 局部 
AC, BRAD 1% 前 後 の 量 比 で 産出 する に すき ぎ な い 。 CORAOIC2 
RG ee 
徴 を うら づけ る も の で ある 。 

ay Fe alt Sjogren?) や Eckermann) に よる と B- コン ド r ド 
石 と Gー コン ド ェ ド 石 の 2 種類 が ある 。 和 神岡 産 コン ド ェ ャ ド 石 は 淡 黄 褐色 
の 色 , 結 品 形 を 示さ な いこ と, 叉 上 唱 の 多 に と こと な どか ら み る と G- コン ド 
ロ ド 石 に 属す る よう で ある 。Eckermann に ょ る と , Mansj6 で は Gー コ = 
vy Fv FAIL Mg AMOS Shite, Bay Fe FRRENORWADK . 
Loca 

— FEIT ZTE ee (EVEFAIC 3 Clk Mg と Fe は 鉄 物 と し て 固定 する 時 
aed その た め に ーー : 種 の 変成 分 化 作 用 が お きる よう で ある 。 伊 西 関 
BATH Mg と Fe の 分 離 が か な り 完 全 に 行わ れ た と 考え られ る 。 こ と 
の 岩石 の 主要 苦 土 鉱物 の 交 石 に つい て みる と , Mg に くら べ て Fe は 晩期 
に 固定 し , 岩石 の 普通 の 部 分 で は 退 嫌 石 が 現れ ヘ へ デン ベル グ 石 は 揮 租 性 
成分 の 濃 集 する ペグ マタ イト 質 の 部 分 に だ け 産 出す る 。 神岡 産 コ ンド ャ ョ ド 
AD Mg: Fe の 比 を みる と 約 57 CHS, 世界 の コン ド ョ ド 石 と し て 報告 


1) D.L.Reynolds, The sequence of geochemical changes leading to gra- 
nitizaton. Quart. Jour. Geol. Soc. Vol.CII, 1946. p.389-446 

2) 443, Sjogren ibid. 

3) H.von Eckermann ibid. p.379 
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され て いる も の の 中 に は その 比 が 4 に も 達する Nordmark # OL 5% 
も る の さえ あり , 普通 10~15 で ある の に くら べ る と 神岡 卒 コン ドド 石 は 
きわ め て Fe の 少し 純粋 の も の で ある 。 
要する に 伊 西 関 長 岩 質 岩 石 で は Fe と Mg は か な り 完 本 に 分 離せ られ , 
Fe は と の 岩石 か ら も また それ に 関連 する コン シンド ョ ド 石 か ら も ほとん ど な 
Vien, 一 方 Mg は 著しく 漠 集 し た と 考え られ る 。 ひだ 変成 作用 が き 
わあ て 大 規模 な る ので, 物理 的 条件 は 徐々 に 変化 し , が なり 完全 に 近い 化 
学 平 衡 を 保ち な が ら 変 成分 化 の 段階 を た ど つ た と いう 考え を を, 神岡 産 コ ン 
ド ョ ド 石 の 産出 と その 化学 的 特性 も うら づけ て いる と と 芯 筆 者 は 興味 を 感 
まる も ゃ の で ある 。 : ; py Wir He 
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On the quartzdioitic intrasive rock in the qreen-tuff formation 
along the upper stream-side of the Kasuke River, Akita Prefecture. 
ARISES, 尾上 #(Eijird Owa and Takashi Onoe) 
BAD RILHID O Arabi RK eS eA C7 ini A が 地質 学 雑誌 に 相談 
Benen a 


ee, ; Pref V 
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Di た 
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1) Hj. Sjégren.ibid. Be ay Fe FAOSHHICL So 
2 RRS: 0 St A 36 7 SA 27 12 肌 
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CREAN COBH, 符 者 等 も 秋田 県 北 地帯 の 地質 調査 " の 際 , pes 
BRL BRET BELEOT, その 概要 を 報告 す る 。 

; EEO RA, ey 
を な す ニ ニニ ツン 由 附 近 に 分 
hie © 


, RU CIE ELH 

chee 

石 と は 異 り , むし ろ 円 

沢山 塊 そ の 他 に 見 られ 

) る 所 調 石 英 関 緑 岩 に 酷 
MLS, Hah 
ALE MOVE ED 

ROE Tt HALE eaBIC LCR SEC AEC, RMRCR A 
印 軒 し ( 陰 画 ) , これ を “projector” Fes 英 は 認め られ な い 。 錯 
en aap ee aaa tae で 第 2 図 に 示す ょ 
示す 部分 , Q: 石英 , Aup BMRA’ Or: うぅ に 府 長 石 を 主 と し , 
文 祭 構 造 を 示す 石英 と 


加 時 長石 が 他 鉱 物 の 間 を 売上 引 し , 有色 鉱物 に は 周 終 が 角 関大 に 変っ つて いろ 
BA, ANAS D, IBGE EU CY nay, BeRE, Ha RASA 
られ る 。 MRE SNS IRL BESS Ss = AIC BEALL fe 
ais AM BAC EL MCS 

Avat 3 1 BICARLAL SIC, 一 部 は 断層 で 境 さ れ て いる が , BRIE 
HO CF SBR CL AATEC tia 1 SRE BCA RICH NL Ceo, 
ALE BAG & Al fs (EVE Ar (CHE BED BAIS & 5.2 TW By S 7b b HALE IC 
BOCAS, REICAICH Vo CERNE EN BES Co 
RICA AIS AR EBA AIO BM CBO COMIL, 筆者 の 一 人 大 和 の 鍋 在 
し た 長野 県 訴 訪 図 幅 の 所 調 御坂 層 と 石英 関 緑 岩 類 と の 関係 より 類 挫 二 れれ 
ば , 緑色 澤 次 岩 類 が 変動 を 受け た 火山 活動 の 末期 に , BSESSUE ASE AL. 
た も の で ある うと 考え られ る 。. 


1) SSH 25 8 AORN DART CHEN 8 ) 
が 調査 を 行 つ た も の で , TABI OAR SEL, 主として 親 毛 川 上流 一 帯 の 
Ba he Tes CRORE LEE AE 
2 &, 6 B) が ある 。 
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On the metamorphism of serpentine in 
Fi: : Karasuo- “pass, Seog Prefecture 


Cay wy i: ¥ (Kunihiko Muta) 
: re I af ‘ge | A 
鳥居 峠 は 飯 控 市 の 東方 Win の 地点 に あり PERL dKEMRLO INH 
後藤 圭 へ 至る 県 道 の 分 収 点 に 当る 標高 約 120m Ole CD 4. ROR CA 
aie ED 1km 北西 方 の 地点 に 分 布 する 。 

COWES D 1 hit BESTE WE ORAL う け 興 味 深い 変成 葵 を 生じ 46 
FBS o KICKER PIE GIDC H 5 ILS ZAIKIEHIC RL CHES Zo 

Il # 質 概略 

ASH OSUMIC He CMEC LRRD, HEMLGC Ik & ORLMS & BCR 
する に 止め る 。 ; 

Kb OAM ETE, 陸 代 未詳 の 古 生 層 に 属す る “Ge, Bee, 
BR, ABROAMY 7 znrALvVED, BHSHEBt Bvt, AR 
関 緑 岩 , REA BEBE, DA, TEMA ROtORUAET So 

十 生 層 は ほ ヾ ゞ 南北 16km ICHOCHRICOHL, その 南端 及び 北端 は 
Wi t BEATE MA ORMICKS 1, 叉 西側 及び 東側 は 古 第 三 紀 層 が , 
前 者 な 断層 を も る もつ て, BR CAFERAC HEBEL BO CWS 
BABA KRBO1S, FEMa ER CH, いま れる も 特に 北部 地域 
に 発達 が 著しく , 蛇 彼 岩 も 本 古 生 層 最 北端 花 沿 岩 と の 境 唱 部 又は 1 部 は 花 
司 農 中 に ルー フ と し じ し て 見 られ る 。 

Tl t M&A OB K 

金田 町 池 南 水 西 方 より ほな で N40°E Ciijo- CHES ZEAE BAY 
50m ~ 100m の 豚 巾 を 有 し , 飯塚 一 鳥居 峠 県 道 近く 迄 連続 する が , 県 首 
BSH C hie PTE i ORAL, 蛇 絞 内 々 腺 は 中断 され る 。 然 し 更に その 
BIC VEC OCIS Niky 道路 面 よ り 約 250m HORM 
TINE 4) 400m PADLUIBTC, BLRRRTERETHIC, emia Te aes etek 
EORRBICLICEN ENB OBO S CLANK. ML MICE る に 
徒 つ て 蛇 絞 岩 々 体 の 規模 は 著しく 減る 。 

eke = koa oN LEREE BO-CHARITLOTEME CRU, と 
Ofc OUT RRBTIEO REREE hides (3 LUA PME ETS, RWEBCA OT 


Tinian ree et 90 48 Penner 
eam ae PIE: MBIA AMREROCRCBc, UNAM 19 I 
» (HE 26 年 9 Ap: 2695). 
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H 2 報 x eal a ta lag 


SPAS UL SE LC BES AAPOR BTS, | 

Rega t— IC URGE EL, thombic pyroxene peridotite 起源 の 
る の と 思 れ る が , Bx tom APIA, ite, RIA, RAAF 
Sir EDO STC ERBDS. KERAPIC LARA YAP ORALRS © 
と と が あり , RRA iia PIC Ah OM Mik FAD SH, 明らか に 
ERB OR AATEREICEAL DGEBA NS Wei 

IV BRRS Seis 

bia ¢ Be BO CHS SRA VISES SO So HA 
Yi) FETS, 
RIC RRA RICZLVAMKRBDS, SHORES ARROZ | 
KO re OPERA EL, porphyroclastic texture #44, 顕微鏡 下 で 
は 菊 の 如き 状態 が 観察 され る 。 

a) 新しく 2 次 的 に 生じ た を 絹 雲 母 が , MCR 1S PUNE LOR CAML 
に 散在 する 。 特に 加里 長石 及び 府 長 石 中 に 著しい 。 

b) RGSS, 特に 石英 は 著 し じゅ 。 と の た め 石 英 の 結 品 は 細 
BREST, 叉 は 波動 消 光 が 顕著 で ある 。 

c) " 黒 圭 母 は 多少 折 曲 し , BE SACL IETICAN 20 QEEBAIC ZO 
て 破砕 され 小片 化す る と と が ある 。 : 
d) 長石 の 双 卓 が 挽 曲 し た り , DAN ZRRDY, SANK LOT 

(EHR LAAT OPIS TL TV Bo 

e) BL MRGiieea SN, ARR hor LOMRIICRES 

PG を が ある Ne 

f) #822 SEK OBE ALO ETL b A BENKIC LO CR BMES M1, Ut 
OE L ) PRUOHADELAHICBT Se EARS NS. 
ints BSE EE tat OPE RANI KOM (CH So 

(Be SiO, Al,O; FeO Fe,0; CaO Mgo Naz0O+K,0 H,O 合計 

( 南 sp 14.44 1.12 0.16 1.62 1.07° 5.84 1.26 99.85 

V teers leo nse 

—fRIC TE ICES SHIGTICIA TC BRERA IA RIC SALVA ! 
FAX ROR, PRUE CHES SHE MA OE <E AIG, BA, 
4G, APA, 陽 起 石 及び 緑 泥 右 の 発達 が 顕著 と な る 。 特 に 飯塚 , 田川 
ER EGICHD ZA7 ARRAY CL, 約 7~8m の 角 関 岩 化 され た 古 
E/ZORKADTRMICR GTA, BNA, Bana, 緑 泥 石 帯 及び 温 石 帯 
が ほ き 帯状 に 配列 し て 発達 す る の が 認め られ る 。 


1) 杉山 隆二 : ミ ョ チ ナイ ト に 就 い て , HORA EMER 13 ZB ( 昭 19 年 3 月 ) 
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第 2 図 石切 場 東方 に み ら れ る 変質 問 | a eae IC 1~0.5em 
: St et EE DFO RGh eB SM SE 
PFT する が , RRIEA CIB AICLOCE 
ABIREN, 以上 の 変質 帯 の 形成 
CE Ne EO ee 
yd SHBRCOWT 
pap a)y fabs AS ILERGPT 
東側 に 約 3m HOM CHET So 
iL CZ OBR, 顕微鏡 下 に 於 
ける 後述 の 如き 諸 性 質 は 本 岩 が 稽 


1 x 

Qf BE Hi ? 
3-32 fh AH HF 10~25m AER Me RORA LDA 
4 … 少 時 の 澤 石 及び 縁 泥 石 を 生ずる た を 事 を 示す 。 そ し て 現在 みな らち れる 
RN late iach が 如き 角 関 岩 化 至る 迄 に は 明 ら 
6-38 G 帯 10~20cm に 淡 の 2 期 の 変成 作用 を 経て い 
TOO NR < 


Kine OSS NO ES 

第 期 :… ホ ル シ フ TA BY OBABNARYW 陽 起 石 の 生成 , bese ae 
曹長 石化 作用 , A@FOREROARK 

第 2 期 … 前 者 より る 更に 完 上 品質 な 岩石 と な り , pargasite を 主 と す る 
E+ NAOH ARIARAOER, BEER, FPRADAER 

EUS LWA SER HRM CAN ZR, PME AORO 
BEM eT, IY 7 EL ALL, AAV SEREROGERO REE ICD 
BOBANA, BRARUREREEL EL LOG, HEOa Rs TH AIIC 
BEL (IG HMPEE BS Keloo ML CRAB MELE 2 WOBREICH 
べ て 低く , Eiki IC (2 Bie A UR OBL & HEL, HS 2 HA 
OZ PCH S Neo, PCL OMAN ZBAHCKH. CORK 
変質 作用 の 大 部 分 が , SCM ReOPe MEIC LSC Lk, TEMHORH 
を 近く に みな い 個 処 に 於 ける 蛇 紋 音 接触 部 の 同様 な 岩石 に 於 て も , 本 岩 と 
余り 大 差 の な 変質 作用 を 認 表 る 事 か ら も 理解 出来 る o PRU HC RE BCE 
DSW (LAHAT Ck GS CH 26 ; 

第 2 期 の 変成 作用 の 特徴 は Pargasite PM AOA RIC LZSEO 
Al, Ca 及び Mg の 増加 で ある 。 結 品 度 も 前 者 より 粗 粒 完全 と な り ; AE 
peewee. FTC ee rie 0.5x0.3~0.lmm 程 の pargasite の 
柱状 結晶 や 0,2~0.4mm 程 の 陽 起 石 の 針 状 結 品 を 多数 に 生ま る 。 と の と 
あめ 前 者 で は 外観 窟 白 色 を 時 する る も 本 岩 は 草 緑 色 を 示し , 数 10cm~ 数 cm の 
閉じ し く 細 く 福 曲 し た 豚 状 で , 蛇 級 岩 の 走向 に 平行 に 前 者 中 に 注入 する 。: 

Pargasite は 無色 ~ 淡 黄 緑色 か ら 淡 黄色 淡 緑 色 の 多 色 性 を 有 し CA 


as | 


ee: re ame / 191, 


15° S20 RETR a. 646~y1 636. RT, LTO pargasite 及び 陽 起 
AC LoCSR ORBAN OWREERMRAL EL COS (第 3 図 )。 

第 2 SADA ERICERL Cid, ERO! Al 
及び alkali の 増加 が 著しい 特徴 を な し て お り , geet 
と の 事 は 又 分 析 表 より も 明らか で ある 。 — AICHE > ROG 
紋 岩 及び 周辺 の 岩石 が steatitization i ROE”. i“ ‘ 2 
i, PRE -Al Cm (LiaRebIC AM 7 ご 
が 多い 場合 ) か ら は 螺 土 角 関 石 を 生ずる と と が 報 

) され た が , 本 岩 の 場合 も Al 及び alkali tc ’ . 
富む 相当 高温 な 溶液 に より 第 上期 の 変 AE TER GC 
生成 され た を 事 は 容易 に 推察 され る 。 

- bb) SRR PARA (CWE By fe He SHE th, 
黒色 の 点 絞 を 有 す - ZHEC, 前 者 の すぐ Pa UIC 
#3 10~25em 程 の 市 で 発達 する 。 

. ESTE Cie LL CBA ERO CRETE & AT HE ROAD " 
BARRE KRU St, SROLRADANA~LAMEKL TAD, 叉 直 図 
AXE MIG RU crysotile serpentive KABICEPA, i CKHEO 
LVEBAIZBZEORRADERKEL, 比較 的 多量 な SSE A 2 OBR D BAPE 
Hi CHS, KMACERAC, 0.2-0. 05mm 程 の 結晶 を な し 内 部 に は 多 
KC AR BL, EGIL I & BIL TER BI (第 4 BR) BIC. 
滑 右 及び 散 角 関 石 等 に よっ つて 交代 され る と と が ある 。 LE < Ditish OPK 
PRITHRIEAIC £ b % SUNN と の た め 洛 光 位 に 於 て LK OM DARE 
を 示す も の が 多い 。-- 般 に 結晶 は 2 氷 和 的 に 稀 走 向 の 方 向 に 圧 砕 され , 着 平 
片 理 に そつ て 征 び た 結晶 粒 が ほ RE な 配列 を 示す 。 

直 関 石 は 直 治 光 を 示し , 伸長 方 向 に (+) で . 81.614 ~ x1. 622 OD Wasa 
LAL, OR ORR RL TC 02 x 0.1mm #2 DEAR Bh & CG 
発達 する 。 然 し 前 逃 の 加 く 更に 失 品 石 , 導 角 関 石 及び 滑 右 等 で 交代 され る 。 

本 帯 は 談 述 の 緑 泥 石 帯 と は 莉 移 し な いい 。 叉 1 部 は 前 光 の 角 関 岩 帯 に 豚 状 
を な し て 発達 する も の も ある 。 こ と の 事 は 本 帯 の 原 岩 CHIBI ELE EE 
RUA £ りな る ) は , KEBCAD RUA Te SIE AA OBR D LAN 
PE LCHAL BOM, KREME 0 D1 GEO SND- CHS 
と と が 指定 され る 。 

c) MRAM 失 品 石 帯 と 直ちに 接し て , Lik 5~10cm 程 の 聞 隔 を へ 


Ub Sle bp H. Hess; The problem of serpentinization and the origin of certain 
chrysotilé asbesto asbestos talc and soapstone deposits., Econ: Geol., 
Vol. 28, p. 626~657, (1933) 
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だ で て ヽ , EO PRMAIICH 20~15cm 
OWS, ほ き 蛇 紋 岩 の 走向 に そつ 
"て で 発 建 する 。 RAH LIS ICHEL 

な い 場 合 に は , 失 品 石和 帯 と の 聞 に は 

滑石 及び 緑 泥 石 を 疑 点 状 に 生じ た を 和 帯 

が み ら れ る 。 CHCA EARO 

貴石 の 残酷 考 語 を 若 王 認め る 。 ) 

PREAH ARE G~ RR E RT 

SZEORER EL DiRD, OTC 

tA OREESD, 右 綿 蛇 絞 石 及 

び 鉄 鉄 石 を 認め る 外 は ほとん ど 緑 泥 
(4) 穴 晶 石 の 自 型 結晶 中 心 京 附近 石 の みよ りな る 。 こと の 外 少 量 の 滑石 


CARAS ZEN ABT Z LAF SDB ALA O PRAICE 
て (=m) BARALICECE RAGA ase < eet peg 
OA EIE a ee SS Be 
Ome Sede T Ba HATS St ARO BEE ATK 


MOURE DO CRA AORMHERY 。 が 緑 泥 石 に よ つ て 交代 され て 居り , 
Va 明らか に 石綿 豚 及 び 硬 蛇 級 石 腺 の 生 
ISIE LD も 早期 で ある そる 事 が 分 る 。 

緑 泥 石 は 緑色 淡 黄 緑色 の 多 色 性 を 有 し , 屈折 率 は « 1.562~6=y 1.571 
2E=0° に 近く , LIME (+) ERT. LH 2 表 選 示す 化学 成分 より 
し て る も Ppennine に 属す る 緑 泥 石 で ある 事 が 考え を られ る 。 

_ 本 淀 は ほ ヾ 豚 状 を な し て 発達 する が , その 境界 ば 四 証 に 富み , "SICA 
OW GE & te 境界 は 明らか で な い 3 

d) 点 級 滑石 帯 緑 泥 石 が 減 ま る と 滑石 の 薬 片 状 結晶 が , BORE, 8G, 
透 角 阿 石 及び 直 阿 石 ベ スタ イト 等 を 交代 し て 馳 絞 岩 中 に 点 紋 状 に 多数 生ま 
Bo SH 10~20cm の 部 分 が 最も 著しい が , WAT OFM aS, 

WABREROME ZL CEP SHAIL, LOWPPRBAIC ZO CH 
代 が 進み , 内 部 に は 未だ 未 変質 の 部 分 を 残存 する も の が 多い 。 (第 SM) 叉 
了 時 に 約 Lem に も 達する 滑石 の 薬 片 状 結晶 が 石綿 豚 を 殺 つ て 発達 する と と 
が ある 。 た お 滑石 帯 と 緑 温 石 帯 と の 境界 部 を 除い て は 滑石 芝 中 に は ほとん 
ど 緑 泥 石 を 認め な い が , HICH AH LD PRMAICIAT UBHEHOWMM LIK 
PT So, : 

e) BARKKA KE ERAICKRAL Did, MAPA GO 
BEVEL vo HICKMAL ARE C, BANG HOAR BAL 
れる 。 

WER IE crysotile PFE HIRO antigorite の 両者 より な り , HE x mesh 


> de CST i Ae, he i V6. MSA gs are Ul Oy Ae 
\ USS aoe ; D 1 sate 
i®. ; 


frat 1 NG \ の 


Hw RR He 
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構造 及び hour glass 和 構造 を 示す 事 が 稀 で な RS 
vo REY antigorite が crysotile ser- 


BRNARARE AA 
pentine 中 に ペッ チ 状 で 生じ た り , HRCA A 
まる 場合 も み ら れ る 。 

FABEIRD 72 ~ 2 GEG, % BK 10sm~ Hmm > 
程 の 大 さ で , BAKSMICHHANSA, Bere 
され た 結晶 聞 を 蛇 紋 石 , 董 泥 石 及び クー ム 
ZEMIC kL DWAN, その 生成 は 蛇 絞 岩 化 作用 
より る も 早期 で ある 事 が 知ら れる 。 又 岩 体 の 賃 | 
入 走 向 に そつ て 数 mm~lcm 程 の 石綿 豚 が 
多数 に 生じ て いる が , 紫 等 の 詳細 に 就 い て は 
更に 後述 する 。 
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a) 主 化学 成分 の 動き 


I or 


a b © d e ile 
SiO, 48.01 34.94 35.35 42 86 39.84 44.34 
Al;,O; 18.75 19.56 19.36 1.16 0.60 YS pe 
FeO Bs TB" 5.26 2.50 4,25 2.10 1.20 
Fe,0; 1.58 3.04 1.06 2.10 2.89 0.72 
CaO 13:19 1.70 0.62 0.90 0.98 1.14 
MgO 6.11 30.68 25,21 36.39 38.58 35.73 
TiO, 0.47 0.86 0.24 tr 0.12 0.00 
MnO 0.21 0.28 0.15 0.10 0.09 0.05 
NiO 0.015 0.19 0.11 0.195 0.23 0.04 
Cr,0; 0.051 0.08 0.012 0.40 0.45 0.01 
H,0 2.62 317 15.50 11.40 14.32 13.48 
K,0 0.96 0.20 n.d n.d. 0.00 n.d. 
Na,0 2 94 0.18 n.d. n.d. 0.00 n.d. 
P20; na n.d. n.a. n.d. i nd. 
Ba wrt ot ? 2 ? n.d. 
Zr wrt n.d. n.a. n.d. — n.d. 
ay 99.626 100.14 100.112 99-795 99.765 99.43 


a. fSbdtk pargasite actinolite の 多い , FEMA AAP CH WD) 
- Av ARAVA 


b 
c. BREA 


集合 体 の みよ りな る ) 
滑石 帯 (滑石 の 多い 部 分 を 選ん だ 2) 


d. 
e.! RRL (A ABERUBAWASRES ANA’ ACA TO 境界 部 より 約 


8 m “PREG O (2) 
f. 硬 蛇 紋 石 脈 


第 


, (最終 泥 石化 の 著しい 部 分 , BRAGIT CEILL AY RICHIE AD 


2 HICKBAEOIERDE RL io FIC ASSPIHE k DK PE 


194 AO ORS & 

Svar 0 Ds ty RAE 3 Renate AG ic, - (2) (CART DSH 

CH Mg RS, ae ratio) jt 8.9-CKe ¢; Hess) ick 4 ultra, mafic 
a) 第 2 表 変質 帯 の 化学 成分 : 


Est aie Be 
ae fis Rea Senter re 
nor (ne Re Se a 
: i 泥 fee 
baad Sie BR > : 
SiO» 70 48 Bb 0r 85 AS 2 2 40 
Al,Og 17 19 20 19 1 1 
Fe,0 +! ; 
Fe 98 7 8 4 6 2 
CaO 4 13 2 1 1 1 
MgO 1 6 31 25 37 39 
K,O 
NO} 10) ee 0 eat’ 
H,O 2 Sous rat Col mele 12 14 "合計 100 
Si tae as 
少 か 
a5 at Sem eo ee 
IR ann # 
HA Ca cis yee eee 
は “38 
° A i 
成 Recut 増加 FY 
i 増加 a 増加 増加 
ta = t 
Se FEBS eee) me 
we ea a an 
TRAM 増 
ヵ リ 増加 加 
aT eal Sete at 
ee sen Bs Hi 減少 
ue 2 Bete z 
部 成 y—, 部 成 
ら y TE . ; 
加 Al A 
g 
5 Ca aA 5 
れ 


£ 
j 


HR Be ec pe 


RN ORS (37. 5) に 属す る 。 x CaO は - 0. 680/, Al,O, は 0.60%, 
で いま れる も 少く , これ も Hess の 示す primary ultramafic magma series 
の 特 徴 に 一 致す そ 。- 一 方 Hundegardh は .Sweden A spoke yese es 
の 研究 を 行い ; 化学 茂 分 に 従 つ て 3 つの 型 に 分 類 し , 造山 運動 と の 関連 s 
性 を 論じ て いる が , と の うち 人 造山 運動 と 同時 に 活動 じ た 超 塩基 牲 岩 類 は 
SiO, C2ZU<., Mg iaBic Fe- よ り る 多く Pp DARB IC C, Tis ASEEBEN 
Pow, CRO Ni は 非常 に 多い 事 を 指摘 し , と れ は Sima H#Obesic 、 
A eee BL Fo , 
AHA OBIS as b EERE ZL, at Ob < Mg/Fe の 比 は 大 で あり , 
P は 非常 に 少く (0. 00%) x, も 比較 的 に 少 い (0.12%) ps Cr (0. 42%) 及 
u Ni (0. 23%) ASEICe ence り , £ORGt B <.. 一致 を 示す 。 Ti 
LCL OBR HEB EME L OMRMIC ZO CREEL, AHA DREN 
FAO ADAYA e TELE TIIC ょ つて 生じ た 地 直 の 懇 線 【 ane . 
事 が 想像 に 難く た い 。 


& CHIC AN ars £ emer es (a: cm “< EMGOREE 記載 os 


Stee (ss, cee CPi os 

PURO AAMC DTTC ERR HET L BL Re Tae 7 = 
DLADHDCLEMOBEICHS, TS (PUREE Ke Ret Ce Lb 
HLELOLENZ ee NG 
分 を 表示 すそ 2。 と の うち 湾岸 の 化学 成人 it (1) OFFERS. 
. 角 関 岩 帯 で は Cw) 表 で る 明 ら が た 加 く ;, AL Ca, Fe, Me vx #0 7k 
び H,O は 増加 し Si は 著しく 減少 する 。 と の うち 特に アル カリ , Al, Ca 
及び Mg OW MBE WOT Zo a 


第 3 表 BERUSTICALNARAOILERaE Cite e ato 
CHUA LBBSES ) 
(VBS . 2Be* (3B (AR (5) AUER NAT) 
TMA Aa FRA FRA é 千 枚 岩 
SiO, 69.92 64.58 76.74 46.26 59.68 93.62 4.86. 
AO; 2. 17.58 21.90 14.28 26.92 18.44 2:96 | aes 
Fe,0; 4.96 4.10 2.28 7.90 10,16 1.64 jas 
~ CaO 4 40 1.62 2.54 8 95 6.20 0.85 ° 0.90 
« MgO... 1.35 DB OTN IMINO 4.31 3.10 0.98 0.88 
Ig.loss*. 1.51 3.82 1.70 2.87 2.16 1.95 1.27 


合計 --99.70 98.38 97.50 RIN IIT4 101.98 . .99.58 


' 1) H. H. Hess: A primary peridotite magma, Am, J, a vol35. (1938) p- 
321. 
2) P. H. Humdegardh: Aspects to the géochemistry and petrology of 
plutonic ultrabasites in, Sweden, Geol. For. Forhandl., Stcckholm; 19 
50, Bd. 72, No.460, p51~53. 
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Raed Al, Ca, アル カガリ, be 等 が 増加 し , Si, Mg 及び H,O は 
減少 する 。Al の 合 量 は 変質 帯 中 で は 最も る 多く, LTH) dhe Beh L 
5 増 加 す る 。 ( 蛇 絞 岩 は 0.00, RAH CIR 0.38%) 。 

緑 泥 石 辛 に 至 つ て も Al の 倉 量 は 未 変 質 蛇 紋 岩 に 比べ て 著しく 増加 す 
So iL Cc Mg RAL D LAICMPL TKS. COM HO 及び 
Fe 288i, Si pBUSL Cio ZA DHL BIL ABV. 
滑石 帯 で は Si, Fe piamML, Mg & HO pypLT S &EMORMANLE 
と ん さ ど 変 化し な v。 

即ち 以上 の 各 変 質 帯 の 共通 な 特徴 を な す もの は , 母 岩 に 近づく に 従 つ て 
Al OB LT AD) ORMMNCHOC, HHO Al 及び アル カリ が 単なる 
twa KNORR DORE DS. BAD6 の 供給 の み に よ つて か ょ る 
変質 帯 を 形成 し た と は その 増加 率 や 原 岩 の 化学 成分 より 考え られ な い 。 机 
% 玖 逃 の 如き 副 成 分 及び 微量 成分 の 変化 は , 蛇 紋 岩 化 作用 後に 更に Al に 
ES 
DICT ER CHS. % Mg, Si 及び HO は 1 部 を 除い て は 減少 し , 特に 
Ria CLA CRS T 4. LEORRINARA ROMS CHORE 
され る 量 よ り も 多く , 恐らく 更に 他 の 価 処 へ 運び 去ら れる も の と 思 れ る 。 

b) 廊 成 分 及び 微量 成分 の 動き 以上 の 主 化 学 成分 の 動き と 共 , BUR 
分 や 役 量 成分 の 変化 も 重要 で ある 。 

fii a chive (種々 な 変質 帯 を 含め て ) と の 間 に は Ni 及び Cros 
. 晶 に 極め て 著しい 差異 が み ら れ , 前 者 で は Ni0.0159 CHL AAA hee 
4 Olt 0.23% 20 信 以 上 の 含量 を 示し , Cr % 0.061% に 対し 0.42% 
と 15 稿 以 上 の 含量 を 示す 。 醒 し て 角 関 岩 葵 に 近づく に 従 つ て 減じ , Bw 
質 作 用 の 際 に その 一 部 は 此 等 の 帯 よ り 深 出さ よれ た を 事 が 知ら れる 。 又 Ni は 
Mg の 増減 と も 窒 接 な 関係 を 有 し , COMI Ni の 大 部 分 が Me hic# 
装 さ れ て 存在 する 事 を 示す も ゃ の と 思 れ る 。 

Ti, Mn は 何れ も 作品 石 帯 を 頂点 に 潤 次 末 変 質 蛇 絞 岩 に 近い 程 減 まる 。 

Ba は スペ クト ルル 分析 に よれ ば 角 関 岩 帯 に 僅少 見 出さ れ , Rad 
BAIA CDR RH AIS OOM CABLE, 2 Ba は と ィ 
Ay Pee MIL, と の た % K- RGKMO SH ) BERRI ~ HEE A hn, 
酸性 岩 に 成因 的 関係 を 有する 変成 作用 の 際 に は 変質 岩 中 の Ba Ona 
報告 され て いる 。Zr も 酸性 岩 類 に 成因 的 に 関係 ある 岩石 中 に 増加 を みる 
例 だ ある が , 角 了 関 岩 帯 で 僅少 見 出さ れ た 以外 に は 未 変 質 蛇 絞 岩 体 に は 本 く 
(0.000070. F) 見 出さ れ な か つた 。 然 し 角 関 岩 体 に 於 ける Ba, Z: OF 
EEROUR MAGICA S Ba の 存在 は Cr, Ni の 変化 の 傾向 や 主 化 学 成分 
に み ら れ る Al ROT WA) Obs se LG, HAR OZ RED IEEE 
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。 の すく ぐ 下 方 に 電 出 する ( 採 右 場 で は 約 57m 下方 ) BREESE 2 mE 
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; ae Iie 


NN 
Re x 
a8 


Le es 


RICHER REBT SCEMHAZGNSZ, |! oe 
3 MRERISOUC 4BRHOEEW EXON hes 
接 
a ee a 
~ oY R- 1 
ル 共 | ae be ol 
y 2 | ye 3 a ite 
な pargasite | Qh A Mie oe 洗 Ai ee 
RR ETFO AI 
ee ee | 
RRA | 8 OF kt Kiso 
| 
Senge _ SABIE QBAIc 


Ree KK 鉄 oF 


ip 


[ici tongs 5 


IRE St HORA BER yt steatitization が 高温 な 深 液 に より 行 NIH 


合 に は 屋 々 み と ぬ られ る が , Hess? に ょ れ ば Vermont 英 他 の 地方 に 於 て 
temWORADRCHOTC. ACMA LOR BEC tO CREE 
BIC LD ZEAL ROR RS Ct BNA IEA & EL 7c 0 ~ ae 


BORIC FBI ARO RNAS Y BF SSDI AM TS. LS 


BEG ABBIC LM ILE FH” (CHET ZTE ARBOR Ak Bt 7c NE 
ICA Cit, FERC MBS ED (1) enstatite-cummingtonite-spinel- 
zone % jt spinel-cortlandite (2) tremolite-(actinolite) -anthophyllite- 
chlorite zone (3) tremorte-antigorite zone (4) antigorite zone © 4 # 
が 発達 する と と が 報告 され て 居り , 本 地方 の 変質 帯 と 以上 の 変質 帯 と の 間 
に 類似 し た 変成 鉱物 の 共生 関係 を 有する と と だ が 知ら れる 。 ML TC ORE 
BeBe DRE WS Best © WER a KE OBER PAIL QU IC LOC AS 
EFL CHA L, SAH IAUEO Bale IC kD BI BOP MASS 
BBE RHO EAL, 順次 岩 体 の 内 部 に 至る に 従 つ て 溶液 の 温度 の 低 
下 の た % め に 低温 生成 鉱物 の 帯 を 生ずる に 至っ つた も の と 考え を られ る 。 


1) C. A. Chapman, G. K. Schwertzer ; Trace elements in recks of the 
Oliverian magma series of New Hampshire, Am. J. Sci. Vol 245 (19 
47) No, 10 p.p. 597~613 

2) H. H. Hess; Metamorphic differentiation of contact between serpe- 
ntinite and siliceous country rocks: Am, Mieral. Vol 21. No. 6 (1936) 

p. 333. pera iar eee 
3) 関 陽太 郎 APRESS CIA 2 TERESA A ICES. 1 Sk EO 
2 8 RICO CARE BOS OIC CRE, 57 傘 , 665. €, p, 35(1951) 
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一 般 に 蛇 絞 岩 は 低温 な 溶液 に よ つ て は , 高山 な 深 SWE OD BABII 
Re, JN ASIC SET RECA 辺 部 に も 屋 々 滑石 を 多量 に 生じ ated 
Heep RLE ANIC BIee SHRM. SLY RAMI Al 
BEPICetN Sr, 岩 右 中 に Al が 多量 に 存在 する 場合 に は , 多量 の 緑 
、 泥 石 が 生ま る 。 改 に Al に 富ん だ 高温 な 溶液 と に よ つ て 岩 体 中 に 先 づ 角 了 関 石 
PED, 更に 後期 の 低温 な 溶液 に よ つ て 変質 が 進め られ て 行く と , ANA 
は 遂 角 関 石 に 代り 途 に は 緑 泥 石 に 交代 され る 。 ( 例 長 崎 県 西彼杵 郡 も ツ 釜 
RE) CORICKERBADICRET ZRILEH PR MABOARI, Al に 
富む 溶液 の 作用 に ょ つて で 行 れ た 事 革 明か で ある 。 
し て 此 等 の 変質 鉱物 は 常に 蛇 絞 石 や 右 綿 腺 を 交代 し て 生じ , 又 蛇 絞 岩 

化 作用 と は 何等 関係 な ぐ む し ろ 蛇 紋 岩 化 作 用 後 の 破砕 帯 や 賃 入 岩 体 と 穴 接 
な 関係 を 有 し , 此 様 な 変成 作用 が 蛇 絞 岩 化 作用 後 の 異 つた 時期 上昇 し 来 
つた 溶液 の 作用 に よる も の で ある が , そ の 変成 作用 が Al ROT 2H) OM 
加 を 特徴 と し て いる 点 よ り ,」 筆者 は 恐らく 蛇 紋 岩 床 の す ぐ 下 方 迄 貫 人 せ の 
黒 喪 母 花 韻 岩 と 此 等 の 変成 作用 が 密接 な 成因 的 関係 を 有 す る も の と 思う 。 

VI ARBmICOUT 

採石 場 に 於 て は 蛇 絞 岩 祭 中 に 1~0.5cm 以下 の 豚 巾 で 多数 の 石綿 腺 を 生 
て いる 。 石 溢 腺 は 淡 緑 乃 至 淡 黄 緑 色 で 温 石 綿 (chrysotile) に 属し , 屈折 
BIL «1.542~»1.552 で 繊維 は 常に 腺 の 両 壁 に 直 変 叉 は 許 交 する 。 特 で 
E 紋 岩 化 作用 が 進ん だ 部 分 や 岩 体 の 周辺 部 に 発達 する が , 蛇 絞 益 化 作 用 が 
HEA ENT PA AOC SET SAS, 蛇 級 岩 化 作用 後 の 全 く 暴 つた を 時 
期 に 行 れ た 2 誠 和 的 な 変動 や 変質 作用 と は 何等 成因 的 関係 を 見 出し 得 な い 。 

控 右 場 で の 観察 に よれ ば , 石 統 豚 は 第 7 図 に 示す が 如き tention cra- 
ck % iii CHE Y REBAR OEIC toc N60~70°E の 方 向 に 走り , H 
南方 へ 約 70° CMR CRET 2. HOA MA AEMIC AOD RIC 
も 長く 連続 する と と は な く , 数 mm ~ 10cm BOMWMMAEIRIC ASE 
L, ENC ZAESEL Fe D A AIICHLET SrkRAav as れ な い 。 雌 様 を 事 笑 
は 走向 に 直交 叉 は 生々 FLAT る 方 向 か ら の tention に よ り ASG Rai 
TKS ZR RS ILLES LOC, AMORA E BRT SIC 
BEL CIA BCH 2, 

DB OABE PCL MHD RRIC LD AO 4 つの 型 に 分 つ 事 が 出来 る 

(1) は 単純 肌 で 第 7B C4) に 示す が 如く , 繊維 は ほ o HJR ORE 
合 し た り , TADBEINIC & DER A SHUT og HARD WER IC IE 
BL, Cv) Ob we STE Bev, MRL CORA HE Ik hw CD 
“ip 局部 的 に し か み ら WENO, (2). は (rw ) Or (GOEL EMEC HET る 。 
と れ は 石綿 生長 の 途 ビ , REDE TIC & つて 生じ た LO, 叉 生成 途上 叉 は 


RN BE) ge (199° 


第 6 図 Tention crack 2 iL CREST 4 ARIE 
4. ADB SAT IF mm. SI EHMOR Se at ce MAUR 


EWROIEIC LOT ATS HAC UNE HIRO CaMEL 
な か つた り , WPCA WA SHIRE, (3) CD) C=) 図 で 示し た 如 
く 多 数 の 蛇 絞 岩 の 角 春 や その 他 の 物質 で 織 維 が 破 ら れ て 発達 する る も ので, 
稀 に と の 包 裏 物 の 並ん だ 面 で 上 下 毅 よ り の 落合 し を 如き 産 状 を 示す る も の も 
ある が , 多く は 包 裏 物 に は 無関係 に 繊維 は 連続 叉 は 同一 方 向 を 示し て 発達 
する 。 そ し で 以上 の 角 奏 を 中 心 に 放射 状 に 又は 角 奏 の 部 分 で 曲折 し て 角 春 
を 包囲 し な が ら 発 達する 様 例 は 本 くみ られ な い 。 (へ ) ツ (=) 図 で る 示さ 
れ て いる 如く 包 裏 物 の 多く が その 対応 する 上 下 療 に ぱつ た り と 合 す る 事 が 
知ら れる 。 CHILPAKS NRE HOT, tha FHL VARKER GR 
APE C ¢ SEER CRW ICH S NEDA CHS. URAL 
REISS & DOT ME HEL CHES, WESC ICAL 7 Bie ie ta CTRL 
BSC) EtOH eBHE DEUTER Kh. WA EB bh ICA CAI 
ERK BO OA) C7) 図 の 如く 繊維 は 両 壁 迄 全く 準 合 を 示す と と な くく 連 
BETH NERS, nies can St re EE 
る 事 よ りゃ も , 両 壁 で 生じ た 繊維 の 上 に 次 々 に 沈 ' 惑 し で て 豚 の 中 兵部 べ 向 つて 
生長 し た と 思 れ る そ ei sal BME, HH Rie dal, hice の 角 春 の 

産 状 の みな より し て る ゃ 中 央 部 程 を の 生成 は 古く , EPRICE EL WS AS 
考 を られ る 。* Nba ORS It bk PRET 蛇 絞 岩 の 小穴 を 通じ て 供給 
"され, GRRE - Cooke? に よる が 如く , BePbLMHEORIC) a BH 
BRE FRO TEINS BBL COOK EW 4 MH SAH UA MKD KAIC & 
最も る 至 当 の 様 で ある 。 


* DE EO REO IRAEIE 3 GRRBRD OEIC KOCH RLV Be BESS. M 
PRO RBOIRGEL 0 SIS AIC LO CHUCKLE ev 0 

1) SSR, 井上 タタミ 5 A RAIROA ICEL S + BRHVEHE, 54 #8 (23) p, 195 
\2)6 SEERG: Cooke : Asbestos deposits of Thetford district, Quebec, _ Econ. 
“—  sGeol., Vol 31 (1986) p, 355. 
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第 7 A ik Oo Wt 
4 第 一 型 vw Bow ARAM 


第 三 型 | べ ト 第 四 型 S… 蛇 紋 石 


(4 Ete 


feasts cant ive on cra 
iy il 


ie aoa 


0 ON Cm 


第 4 型 は Ch) Bl (Al) で 示さ れる 
石綿 腺 が 生成 され た 後に , (2) の 石綿 
が 生じ た 新旧 2 石綿 豚 の 複合 する も の 
で , 特に 局 剖 釣 に は 多数 見 受け られ る 
が 2 へ ~3 MICH N ZED Ww, UREA 
HibKS, ARBAALO SH ZBBICS 
APA OR ORT] LS IS 

の 外圧 が 相当 に 加 つ て いた 事 を 示す る も 
_ OC, 両 此 の 移動 や 外圧 の 作用 が 比較 的 に ゆ つ くり と 小 規模 に 行 れ る と 2 
型 が みな られ, 強く 働い た 場合 に は 4 型 が 発達 する 。( 示 (へ) 図 で は それ ぞ 
れれ 矢印 の 方 向 に 張力 が 働い て (Al) は 図 で 示さ れる 様 な 烈 貞 を 生じ , COR 

れ た を 間 を 満 し て (2) OB MAL CHS, BRCONCREHENKO 

方向 に 動く 力 が 不 均衡 な た め (3) (CARS MSRERI MBAR ET AEP 5. 

石綿 豚 の 多く は 上 光 の 如く tention crack を 満 し て 発達 す る が , TH 


‘ip tention ick が 如何 な 2 HEFAIC Sree Ze 年 t た か は 


a に 際 し て 重要 で ある 。 
SC IMB HAI as (CREASE er EVE SSCS IC AT eH PARKO Mem 
ICR CE OFA CH YD, 蛇 紋 岩 化 作用 が 閉じ ぐ く な いじ 部 分 で は ぞ その 


FEL WH SALIERGS NB Vo PIC TC BARTER AILS MEV 「 


HA PHA OND ICES CAMACHO, 叉 は か が か \ る 部 分 を きけ 
て 発達 す る 例 が 度々 み ら れる 。: 此 事 は 既 世 北海 道 於 ける 温 右 綿 lv (CH 
CRASH NERS 1 CHRD, DEOL GMO ESE RCA EME 
FcR ICREK RAN BRt AT SHE MRBSLOLANS, NALA 
oe PIEGE AU REEERIERE SC, 蛇 絞 岩 化 作用 後 の 毎 

変成 作 昌 や 地殻 変 動 と は 直接 に 関係 を 有 し た な い 事 より も 明らか で あ 
Do ee は 蛇 紋 岩 化 作用 と 同時 期 又 は 生々 計れ て 生じ た も の 


蛇 絞 岩 化 作用 後 の 全 く 異 つた 時期 に 行 れ た 変成 作用 に よ eels yea 


ne 信人 等 み ら れ な い 。 

杯 つて 蛇 導 岩 化 作用 に 関す る 機 行 に は 種々 の 説 が ある が , KOSICE 
ば (1) 式 で 示さ れる CO. を 含ん だ 洛 液 に よ つ て 行 れ , 此 為 め 24~72% 
の 比重 が 増加 する 事 が 光 べ られ て いる 。 然し Hess” は 


2Mg,Si0,+CO,+2H2,0—>H«Mg;Si,0e+MgCO, --r----+ = (i) 
SHO S10 1M ODS Hy Me, S104. ii NE (2) 

Mg,SiOs-+MgSiO; +2H,O> HMS OE epses (3) 
oe So O+0-HiyMg;Si,09+Fez04 vcr (4) 


( (3) 及び 4 RIC k SRE ACES AH Ct LOMA ONE SLD 
よび し じ し て 行 れ な いも ゃ の と とみ と 思 むる ) 

(1) 式 に ょ つて は 蛇 入 岩 化 必用 と 同時 に 多量 の マグ ネ サ イト を 生ま べき 
で ある の に 反し て , HERP OR Bs 鉱物 の 多く が 蛇 紋 岩 化 作用 後 の 
steatitization に ょ つて 生じ て いる 反 例 を あげ (2) - 式 を 示し た 。 こ と の 式 に 


よれ ば 比重 は 逆 に 1259。 を 減ずる 。 さて 本 地方 の 蛇 絞 岩 中 に ゃ 蛇 絞 岩 化 . 


作用 の 際 に 生じ た と 思 れ る 炭酸 者 鉱物 を ほとん ど 認 め ま , 本 地方 で も (2) 
式 よ り も むし ろ (2) 式 に よっ つて 行 れ た と 考 を られ る が , その 結果 前 逃 の 如 
く 癌 体 の 容積 は 政 縮 し , と の た あめ % 岩 体 周 辺 部 に は 多数 の tention crack を 

生ま る 。 HC AHS KAS HOUSED tention crack %& gL CHR 
発達 し , BIC RD IS ATO HAD Ze OST eR BE IC ZL HERE 
oe, 周辺 部 に 比べ て 石綿 腺 の 生成 は 困難 と な る 。 机 し て 石綿 を 生 威 し た 
Wet c OUVHAVERORO EAC LD, さながら 水 を 含ん だ 海綿 の 様 な 岩 


1) SRG, 井上 タタ ミ : 前 出 
2) H.H. Hess: af} 


i 
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休 の 内 部 より 周辺 部 と 押出 され 。 更に 証 紋 岩 化 作用 の 進行 と 共に tention 
に より 常に 多少 開き つ ヽ ある 朋 灸 を 満 し て 委 速 に 石綿 腺 の 生成 が 行 れ た も 
DC, FABIA CIA RIC REBT ANE Hike BIO CHET SANG 
HOD BIC AeSEL URL A 5 Biter. & EAU OR OFIC 
SRICEL KSEE), 以上 の 考 を 更に 裏書 きす る も る の と 思 れ る 。 

一 方 採石 場 で は 角 奏 状 に 破砕 され た ク ェ ー ム 鉄 鉄 を 産 す る (第 8 図 )。 と 
O74 — LERMOWRE HIER SAIC LO COBBAN, VEX 
— REPEALED S, POC Z 2 — AOA RS RPE & 
ICUIASEN CULDBAMEEL LOCH SA, 第 9 図 に 示す が 如き 
Bilt 72 -— ASE: ( 草 泥 石 ) の 生成 が 石綿 豚 及 び 沿 夏 の 生成 より も 早期 
で ある 事 を 示す も の で ある 。 


第 8 図 破砕 され た 第 9 図 クロ ー ム 杏 呈 及び クロ ョ ロー を 鉄鉱 を 
クロ ョ ローム 鉄鉱 の 結晶 WS Ani 6 OFS IC LO CHB SHS 


“7a BERK, M+. 72 — AER, 
ARER, T-. 384 


> oO 


VIt ff 


ill 


1. [SFRIMBNUEIC IER S healt. EERE yet £ AL OSE 
に そつ て 又は 1 WATEMBHlCr 7 と し て み ら れ る 。 

2. 探 石 所 で は ホル ン フ ラフ ェ ル ス と he eB LORCA, 2 ae, 
緑 泥 石 帯 及び 滑石 帯 の 変成 帯 が な ら 選 る 。 

3. 此 等 の 変成 帯 の 特徴 は Al 及び アル カリ の 竣 加 で あつ て , BR 
BLAME nave & FARE 7e me IBV BR AS る の と 思 れ る 。 

4. 探 右 所 た に た み ら れ る 温 石 綿 腺 に つい て 検討 し た 結 ae EAE Hie Da I EBC 
AACEFAO ERD tention crack % YL CHL Re OPPRE O/H FL EH て 供給 さ 
れ た 秦 分 に より 生じ た も ゃ の で ある と 結論 し た 。 


BS 本 研究 に 補え ず 和 件 指導 御 還 結 を 給 つ た , "木下 統 城 , 野田 光雄 数 援 た 厚く at 
PRET D ETC & Ee ROKR REEL IC BREET So な お 本 研 
FEO BL LAGE ABC Leo 


‘ 


生ん 結晶 
7361, ABE © b Sons te Kulp, J. 
L.,Volchok, H.L., Holland, H.-D. 
メタ ミク ト 状 態 た に ある zircon, samars- 
kite, microlite, fergusonite, 
lore, ellsworthite 等 の 示 差 熱 分 析 , XG 
FBO © 線 活 動 (1 時 間 に 普 ける Img 


pyroch- 


BROW) が 測定 せら れ た 。 MOH 
の つき お む 面 積 と ぐ PAMOM(LHMOE 
Riche cies So Spruce Pine 地方 
カ から 産 し た , 同じ 地質 時 代 の 12 個 の 
samarskite 記 於 で は , BVO 
積 は © 線 活 動 に 伴 つ て 相当 御園 に 分 散 し 
て いる こと が 見 出さ れ た 。 ote we ae 
法 に 依 つ で て で, RAZIVFbRNRSEAA 
DABBANC TERE ER Pons & 23 
来る 。 (Am. Min. 37,.709—718,1952) 

KAR) 
7362, 屈折 率 測 定 用 の 新 浸 液 Meyro- 
witz, R. 

FRATZE 1.66—1.81 ORS LV YER: 
考案 され た 。 こ の 液 は (1) ©-bromona- 
phthalene を 一 導 液 と し (2) 
に 10%S を 混ぜ た 液 を 他 の 敵 液 と し , 紫 
等 を 混合 し て 作る 。 この 混合 液 の 屈折 夏 
は 直線 的 た は 変化 し な い 。 BD 


(1) 液 ( 瓦 ) (2) HCH) nna(25°C) 
272 28 1.662 
212 88 1.679 
158 142 1.700 
116 184 721 

84 216 1.739 
56 244 1.760 
24 276 1.788 

4 296 1.809 


(Am.Min. 37, 853—856, 1952) (A#8) 
7363, BPIVAERBARUREA 
ー ポ ウェ エル 鏡 系 の 鏡 物 を 決定 する た め の 


AsBr; 中 ・ 


X 線 前 方 法 Vermaas, F.H.S 


南 阿 産 の 10 種 の 次 軍 石 と 人 工 的 に 合 
成 さ れ た CaWO4 一 CaMoO4 Kise 
理 的 並び に 化学 的 性 質 が 詳細 に 記載 され 
て いる 。 HYRZSIt CaWO, Git €=1.9 
35, w= 1.920 で , 双 CaMoO4 で は € 
= 1.984, o=1:974 で , COMPARE HL 
ら を 結ぶ 直線 で 示さ れる 。 MARS ED 
ら 求 め ら れ た 26 と 化学 成分 の 関係 を 示 
す 図 が 与 そ られ, これ に 依 つ て で て 1% Of 
園内 で MoOs』 草 を 求め る と と が 出来 る 。 
即ち 29 (Cu) は 

(1) (2) (3) 
CaWO, 152.10°, 150.90°, 142.96° 
CaM,O. 153,26°, 152.06°, 143.50° 
で ある 。 (Am.Min. 37, 719—735, 19 
52) (Kap 


7364, Missouri }j] Irom Mouna- 


in に 於 ける 鍼 物 の 新 産出 Allen, V. T. 
sekowe 


V7 7a, Biz, 
DBTEHD SSN CW Do サザ アラ 交 石 は 
Ca Mg, Fe) (SiOz)2 で 示さ れ , Bia 
CaMg (SiOz)o & 2KGRHEA CaFe (SiOz) 
DARN OFA GC, Shy TY 
THOBUARIAG LIC, 」 含 鉄 座 液 の 作 
用 で 生じ た スス カル ン Hic, RE 10 誰 の 
結 踊 と し て 産 し : BAAt ~&=1.691, 
B=1.700, y=1.718, AEF cCAZ=45°, 
二 軸 性 正 , 2V=60°, 比 軍 3.350, 化学 
分 株 の 結果 は SiQ2 52.76, Al,O;z 1.12, 
TiO, 0.16, Fe,0; 1.73, FeO 8.92, 
MnO 0.47, CaO 20.48, MgO 13.43, 
Na,O 0.35, K20 0.05, H,O 0.45 € 
ある 。 局部 的 た 陽 起 石 た に 変化 し て 居る 。 
陽 起 石 の 恒 折 秦 は <&=1.625, y=1.645 
で 清光 角 は c 人 Z=15° で ある 。 この 陽 
itd Aze KAA (n=1.88) が 交代 し て 
いる 。 本 千石 は 自 形 で , Bihsse mt 
十 二 面 体 に 結 品 し , 陽 起 石 の 繊維 状 の 残 
Hehe BBL CUA SMa, 石英 及び 


‘Beryl Mountain の グマ タイ ト た に 産 


\ \ 


Bh AB a RRO RS ee 


/ 


& AGRO AUS SISK AEL CL So 


MRS EP ERAICEET SD, TGR 
と を は 接し て いな いな い の で , 赤 鉄 仮に 対 


する 上 唱 出 の 前 後 関 必 は 不明 で ある 。 Bx 
VAY Gh ICDICDLEEO HMO ILE 


を 切 つ て 走る 脈 中 に 産 す る が , MnO は 
供 か に 1.45% で あぁ つて, MASA 
BAO w=1.685 だ に 等 し と 。 (Am. Min. 
EY SE CAR (KE 
7365, ‘8#t7& leonhardite の 格 
FEA KEHEARUIEBKS Coo- 


Mipsis: 


WIE AKAD 廣 域 交 代 生 成 物 
SEO Southland ss 
Et 4. COW WEA #0 OIC HR AKERS 
RIAL leonhardite 7? と な る oc ペン 
ガリ ー 産 の leonhardite の 格子 fewer 
a=14.75+0.03A, b=13.10+0.02, c= 


. 7.55+0.01, 8=112 + 0.2° EAo Ik 


FICIE L Ci HBICZEX SL, (100) 格 
SHER 13.68A か ら 13.86A IcHehy 
uF ZX (O10) FEB 13.10A か ら 13.1 

A に 増加 する 。(110) A (110) BEBE 
oe 2 性質 も これ と 共に た 変化 する 。 RB 
PRLS C2 又は Cm で ,! 堅 位 格 子 内 に 
48 個 の O 原子 が 存在 する 。 Ca の 了 アル 
AYVICKOGMICIARAWE WRAO 
二 種 が ある 。 WW O Lek lk Cax(Na, 
K)y Alexyy Si2s(x+y) Org - 16H,O 
EE2Zbh, OMe x+y/2 は "以下 
Gy DL X4+y ECR Rin 
Min. 37, 812-830, 1952) (KAR 
7366, New Hampshire }jil] Beryl 
Mount ain # wayrdite Hurlbut, 
Gus 

Hf J) BE AO wardite の 姜 品 が 


し た s 正方 品 系 に 属し , § BEAR Pie 
aye7 O4\CyHISR8A で tiies|t a: 
= 26818-"CHA5 HGCIK © 


act ‘ 


— 


es al010),"m: 110), (011), +1012) 
Dae 紹 め られ た 。 化学 分 析 の 結果 は ? AlOs 
38.70, FeO 0.26, ‘MgO 0.21, Na,O 
7.51, K,O 0.16, P205 85.12, H20 1% 
88 で , 化学 式 は INa Al; (PO, (sr 
:2HH20.『 で 表わさ れ , LEGER FAC 
こと の 4 FRE tq 引 軍 は 2.81 Ce 
折 容 は w=1.5940, €=1.6040 で ある 。!“ 
(Am. Min. 37, 849—852, 1952) 
Ke) 
7367, Belyankite & creedite 
@®— Fleischer, M. ere, 
1950 <2’ Dorfman た に 依 つ て Ca, AL 
(F,OB)is - HO Icha Sak " 
され , belyankite "と 命名 され た 。 し が 
し これ は 計算 と 誤り た に 依る も の で あつ 
て , {hast CazAlFi2-4H,O A EL. 
Wo HES CihadeTY, X AUS O ICIS 
CHR, TRE MBICROT, 更に この 
belyankite を creedite LbiinAL 
た と ころ creedite 一 正す る と EBB 
か に な つた の で , belyankite" の 名 称 を 
HTS (Am.Min, 37, 785—790, 
1952) (K#R) 
7368, 人 金剛石 の 石 墨 化 及 び cIliftonite 
@Oit® Greenville-Wells, H. J. 
SHAY BAS 2000°C に 熱 す る ど 
完全 に , RISO MICERILT 5. この 
BasO tages ie X 線 に た よ つ て し じ し ら 
AER, EEO [0001] oilitiiky EOS 
WE O SBSIC EBERT OD (111) siti 
一 致し て いる 。 cliftonite と いふ の は 』 
OC Fletcher が Youndegin の 院 鉄 
中 に 見 出 Len ROGIER 4 OLED 
CEG, CRGMACRELSA BH 
いた 。 BALA Ocliftonite FOR 
BSICOVYCL BEX, その [0001] ahltat 
の 場合 と 異 つ て 立方 体 の 軸 の 方 に 関係 あ 
る 事 を 示し , 金剛石 の 仮 像 で は な いと 凍 
aL TLS (Min. Mag. 29, 804~8T 


6, 1952). 【 長 谷川) 


} 9369, BHPTIA Otjosondu 産 


® Mn-Felll fafBR2Vermaas, F.H. 
Ss. ears 3 

:0Otjosondu の 潤 俺 谷山 か ら 産 し た 2 
HOMBAOLERSRBNLK. WE 
は Nod OW PB ie 5 Ws Cit 4.081 で 
No.2 OBMMICOTclX 3.962 CHS, 
RRS RIC «1.872 HH 1.901, Xe 


写真 か ら 求 め た 格子 恒 数 は ぇ a=11.819A' 


及び 12.000A で ある 。 化学 分 析 の 結果 
Walaa ALLO; BYP < (72 及び 5.98 
pj, Fe20s (22.96 & 22.20%), Mno 
(2212 と 13.29%) に 富む SKS 
残り は CaO と SiO。 で ある 。 © ORIT 
Al,O; 少く 』 MnO と Fe,0; の 多い 


FEFVLEIS 3MnO.- Fe;O; = 3Si0, DAE, 


学 式 た 相当 する も の に は calderite な る 


名 が あ た ぞ られ て いる 。 そこ で こと の 2 種 
DRBAICOV caters ノル ょ の 計算 を 
行い , この 計算 値 を 格子 恒 数 , 比重 等 と 
WRU SRL KBE No.l OWN 
calderite 分 子 を 54.3%, No.2 ine 
は 31.3% 含 こ と に な る 。 (Min: Mag. 
29, 946~951,1952} RAID 
7370, Na £SERUb AY YRAO 
#k Goldsmith, J. R. 
FP RIY HAO 1h eK sk PEE 
NaCa, Als Sis O27, 6H,O で あたえ そそ られ, 
こと の Na—Ca, Al—Si PAOBMITAE 
Hi® Na AlSis;0,—Ca Al,Si,O, AICI 
ける る も の と 同様 た に 行 は れる と . の 考え に も 
と づき , 全て の Na が Ca CHMSh 
fz» Na—free Dh avy iia CasAls 
Si,029:6H,0 の 合成 確認 を 試み た 。 A 
BULK, SU VY AIKRA Cay (Gaz 
Als] Sig O32 KOU SE KE 4CaO -3 Al, 
O;-6SiOz の 各 威 分 に 相当 す る 硝子 を 用 
いた 。 ZB 4 OBMICBSL “CA BIK 
と 共に 耐圧 容器 中 で 加熱 反 工 させ た 。 iM 


oy Be nh si, \ A ppag 


PeICRARLE LCR ORS AE 
TOD KARRI LRT Yt 


の それ と 比較 する と , RIALS 
致し て いる と と より , Na- 生 ee の 下記 > 
Y WWE CazAlgSigOz9-6H,O (実際 は -Al 
の 一 部 は Ga で 置換 ) の 存在 を 確 め 得 
た 。 (Min. Mag. 29, 952~954, 1952) 
: yer 


Ba BRU KIN m. 


7371, EE MR る Oi 
作用 Goodspeed, G. E. 3 
付 床 の 成因 に は 火成岩 SAIC 関係 する 
PUIPAIRIC KS 4LOME¢ BX られ て い ・ ; 
Bo LAL TEhi A MBBICH Ct ょ 最近 その 
BO 7 id 岩 化 作用 に 依 つ て CMBR OR 
CHOSE ODA BAIL Cornucopia - 
地方 の 例 を 挙げ て , TERE EER OSL 
い 特 徴 を 述べ 更に : Rheomorphic 
dyke, 7 fa 44D mobilization, Neo 
magma iCHEUYCHRNSo 2.4 LCTERE 
AGT FAA BUC(X/DOKOR, 或 は 銃座 状 硫 
化物 の 形 で Et が 悦 通 で あ 
Doi. mineralization Rrld fracture. | 
shearing, 或 は 変 代 し 易い 岩 FIC BEADS 
ある 。 例え ば Cornucopia © #4 AR 
VS7ERE (LVYEFRGO shearing (ca¢ppet 
られ て いる 。 Washington 州 東部 Oka-* 
nogan County の 磁 鉄 鉄 々 床 は BIS 
化 作用 地域 に 接する 石 次 岩 レン ズ が 変 代 
せら れ た も の で ある 。 TERAILIF OR 
穏 は 地 向 府中 の 原 堆積 物質 を (Ea aS 
ENB~DSo 堆積 物 中 の ヵ オ リン WR 
(Hz20 約 14%) が 長石 化す る と , 含ま れ 
る 水分 は 追 出 され な けれ ば な ら ぬ 。 花 記 
岩 化 作用 に よ つ て 解放 せら れ る 水分 は 容 
Zale mineralization を お こと すず IN 水深 


ROBLL 40 FEO CHhOSBETIL, 
_metaltization ¢yERPAyLfE FA ick o 
・ SRTROMBBEL ELOCE Sox 


8372, 


p50 


NG oth at os 


HAOMORSS 


と で mineralization は 親 岩 塊 の 形成 後 
の 警 し い 一 般 的 鉱物 化 作 用 , metalliz- 
ation は 上 に 関係 ある が , FICS 
< OER BRT So. LihOw Ace 


sé AIUD ST MAAS PH 6b ER 


Bee B@eOCw4e で で れ に 関し で 
cornucopia の 交代 岩 岩 の 鉱 右 に は Hg 
が 棄 あ られ る が , 母 岩 に は み ら れ な いと 


述べ て いる % (Econ. Geol. 47. 146— 


178, 1952) (FE 
UGE AES BEOME Balk, 
R. 

Pre-Cambrian OFF ite RORO-L 
KARRAICDS lower-Cambrian Of 
3 GBS HBELD ic) か ら な る New 
England の Green Mountains, Be- 
rkshire Hills に は 東 傾 和姦 の 逆 断 礎 が あ 


Do svi SSE CIEE LCE GEA 
“deh ORGAN REPEAT SO 


HERAT BO C. 断層 に 近く 著 し 
Woo BL ea HHE OREM Ee ON Eel 
tt b-lineation (@AAEWNO FF (7 ee) 

RO Do MRL Wh FOm< We < (hk a- 
lineation #URICMBL 7S a-linea- 


tion は 東方 傾斜 の s- 面 GESO RSD 


— ECEORR CR < —-ET So 


Hit 19 ヶ所 か ら 43 の fabric 
diagram を つく り , 岩石 構造 学 的 研究 を 
行 つ た 。 

WBE D> b RAT INOF 0H ZA B 


No. SiO» Al,O3 Fe,O3 MgO 
1 . 72.06 16.30 a .88 
2). 72.08. ~ 5:98 go es .87 
160 6 .20 .75 
72:06 4168;39 16 90 
58 | =AG.22 > .82 
6 7249 16.03 ake 81 

reps 7202 16.36 bea 82 

: 18% 72:00 -. 16.27 182 SRS 
9 7190 16.01 tr. 89 
10° 3272.06.. “15.92 19 .86 
tT 3A SIG AS: 85-207 86 
12 7247.0 1550 14 84 


Wi BRICHN Cle, ABCMIIS D-H 
MICRA LED CHR bLNS0 石英 


の c-axis (xpath Bi < RERILC, N- 


NE Fa@icaB Aire 大 値 を 示し て い : 


る 。 鉄 し 遡 断層 に 近く は , 石英 の c-axis: 


の bc-girdle は , 附 加 的 な 極大 が つく ら " 


れる が , DICTA RATER REEL TUB 
PED ROR CSA, ESRIS bc 
斑 行 する 伸長 を か すみ か に 残し て いる 。 娠 
し , AleM7r a-lineation は 長石 , BB 


ら な る 多く の 下 連 線 な 管状 (tract) “CRF 
MOT SNC So この tract NOB 
潤 は 周り の 石英 構造 と 方 位 を 異 に する s 

以上 の 遡 断 層 近 く の 構 造 は , BO, ガラ 

A® rolling texture た 極 ' く 類 仏 し て い 
る 。 Citb Offs tele LO CRE 
t OS A AEO BEIC Ai 7 ie & eB 


こと が わか る 。 (Jour. Geol. 60, 415— 


435,1952) (FR 
7373, TERS AOILBAHOREO 
fez Fairbairn, H:W., Schairer, J.F-. 

花 賠 岩 た に 似 た 成分 に 相当 する SiO2 7 
2.64%. ~Al,Og. 15.78, CaORLER 
MgO: 0.80, »K,0'5.76, Na,Q 3.19, 


計 99.99. Oseipiew > ~2 AT WICKE 


0, COU REC, EE 
PPCTOR LEA, 次 の 結果 が 得 ら れ た 。 
こと の 結果 か ら 明 か な 様 に , MgO, CaO, 
Na,O, K20 等 は 0.1% piacee— 


Ca ss Naso K,0 - =} 
2.04. 3.81 °  5138°- 100:49 
183. 3.34 5.70 99.93. 
LOS Sol Sea em OO 
1.66 (3.24. 5.55 100.05 
SS GOES CS 99.85 

RN 100.21 
1.99 3.06 ° 5:74 100.06 
1.99, A81075)9, 5:60 > 10025 
2.34 33.26 955. SO 02 
1.89 . 3.26) -— 5.77 99.95 
1.897) Sasa eS? 99.16 
1.79. 3.22 5,60 -; -99.70 


AL RAE Sl ay SER a. 


—= ti 


WHATS. SiO. は 04% De, LZ 
Al,O3 は 0.6% 多い 結果 が 表 わ れ , し 


か る も SiO, と ALO; OSStt EEE 


ガラ ス に 近い 値 を 示し て いる 。 個々 の 化 
学 分 析 を 論ずる 時 に は こと の 様 な 点 を 考え 
に 入れ な けれ ば な ら な い 。 (Am. Min. 
37, 744—757) CED 
7374, 33H WORSMRAN ZF be 
Keller, W.D., Spotts, J.H., & Biggs, 
D.L: 

Beckman © TR-2 型 赤 外線 分 光 分 本 
器 を 用 いて 淡 酸 塩 , 硫酸 塩 , 焼 酸 老 , Be 
酸 塩 等 種々 の 造 岩 雇 物 の 赤外線 ネス ペク ト 
MHED, 赤外線 の 波長 或 は 振動 数 の 変 
{LEPOBICSTT SAR MAU AE & OBER 
を グダグダ ラン で 図示 じ て い る yo ZIEKRS El 
© anion を 有する 磯 物 は 大 体 相似 の 
カー プ を 未 し cation た は 大 し て 影響 さ 
れ な いよ 5 Chto KB RRM 6.5h 
D5 7.04 附近 の 波長 の 所 に 最大 の peak 
が 見 られ , 11.54 附近 に 第 一 の peak 7 
見 られ る 。 HRT S 8.54 と 9.5k 
の 波長 の 間 に 大 き な peak WHET So 
BEBE (LB RIC LOKRABOKRD-FR 
示す が , 同一 系 の & の は 相似 た グラ フ 
を 示し て いる 。 ERNE SARI PERE 
な ヵ ー プ を 示す も の が 多い o (Amer. 
Jour. Sci. 250, 453~471, June, 1952) 

[植田 ) 

7375, KB OMS Bh St OF 
BERET SHR Larsen, E.S., JR. 

Keevil, N.B. &. Harrison, H. C. 

_ 火成岩 中 の . zircon, apatite, sphene 
SOAR SVN S EN SHO Be TH 
分 析 に まつ て 定量 じ , T= oP な る 式 か 
ら そ の 火成岩 {Ore Re RUL-C "いる s & 

s で で T; 年 数 (10° 年 ), po: Bunter 

“~~ (ppm), @ 放射 能 (~/mg/hr), Cs 
U と Th OfichocRES BACH 


Ze Precambrian か ら late Miocene 


mW gen : B51 


WOARARICHES SHAS 的 時 代 の 明か 
な 火成岩 中 の 一 成分 碗 塊 に つい て 測 志 を 
行 つ で いる ye ZICKSEL. Precambrian 
か ら Cretaceous j/k zircon Ix 
apatite PREBSHRMEMI HES 
的 に 得 ら れ た 年 数 と ょ よく 一 致し て いる 
が , sphene か ら 得 られ た 値 と は 一 致し 
て いな い 。  . Miocene Ok RY 4 HO 
zircon, apatite か ら 求 め た 年 数 は 1 Hil 
を 除い て 他 の 8 例 は 橋 く 地 祥 学 的 た 得 ら 
れ た 年 数 と 大 き な 差 を 示し て いる 。 


(Bull. Geol. Soc. Amer. 63, 1045> 


1052, Oct. 1952) CABS 
7376, Crysotile 生成 に 水 け る スト 

レス 環境 一 New South Wales Wi 
Barraba 附近 の Woodsreef の 
Mek ItBL T—Proud, J,S. and Osb- 
oene, G; D: 

BERT Db ERAOD “eRLOWROOYONEEY, 

[LPN ICE» CIZAE < D ED 0 

BDODAMCH OM, 大 の 條 件 と し で 
BHIRTMERUA ICES A RY ADM < BO 
挙げ られ て いる 。 BAI Woodsreef ic 
PLY CCAIR CVS CS SIL 

TWEE AERC YY & 11 fe ABE HE 
進化 が 老 そ えら れる 。 この 地域 の 岩 体 は 犬 
& 7 MERU Cy AYRIC RBH L 題 著 な 校 
を 出し て を り , harzburgite, dunite, 
gabbro, dolerite "の 順に 古生代 中 期 に 
PAL KHRAAKCEH So これ ら の 岩 存 
eR, 蛇 絞 岩 化 作用 , 左 綱 の 生成 
に 関し て 炊 の 如 く 医 者 は 述べ で て いる 。 

harzburgite は tension 又は static な 
條 件 で 痢 入 し 部 分 的 な 最初 の 蛇 紋 岩代 作 
用 を ぅ けた 。 Riv Cw fracture w 
生じ た rotational stress を 伴 つ た 強い 
thrust を 受け る が , この 間 に 既 に 痢 入 せ 
る 岩 体 た 第 三次 の dunité-harzburgite 
DAD 0 BMD AKL FE He 
WIC) Bc we heer (Le AOC 


/ 


off 


Bo (cOMMAMEMCIS dunite に 関 
(Liu) © ODEO Eins OL 
上 時期 で ある 。 し か る に rotation. & 
torsion は 更に 激しく な り , CHEE 
いて 多く dolerite DAMOBADAS 


FUG CRERCE & ERC SAME deu- 


teric solution を 供給 し た eo (Econ. 
Geol. 47, 13—23, 1952.) (BE) 


rs SBS 


7377, 東部 沸 領 モロ ツ コ Bou Be- 
ker Touissit 地方 の 銘 亜 銘 鏡 床 
Claveau J. : : 
SCOMPOWH era, Ait 
告 生 層 と これ を 不 整 合 た 被 EKA & 
KA, Ve. WeESO RB & LO 
な り , これ ら は 京北 東 一 西南 西 及び 北西 
北 一 南東 南方 向 の 断層 に より 切ら れ , . 地 
EAM OUD HL CUD 
SRL OR PAS Lias Bika 
je (BS 0~150m) ichhay 6 gaa, 
BQSESSOKe Fe KTH BA Kk ME の 変 代 鉱床 
で , その 上 部 は 地下 KOPERR CMRILY Be 
9, FSS, Bile, PROk, ZemaSaae, 異 極 
Gy AME MICKISAO, FoZhOes 
REET So 鉱床 は 構造 に 支配 せら れ , 上 
_ 記 の 構造 線 及び Lias 悦 中 に み ら れ る 小 
規模 の 断 必 及び 残 円 と 密接 に 関係 し て い 
Do ERDGUOVAICM TF SF ERASE 
-%ABH, mottled dolomite & Lik 
OK ie ¢ AAERE & ORE 


ert 2 70S aFAD RACOME SI <<, OK 


FVLTOSREEIK AR OMEL, RCA 
FIRB BERT ADS non-mottled 
dolomite (L@ME StH SKA IE It 
PXRESADRe Ek LL, 少量 の 方 負 鉱 を 伴 な 
う も の と , 方 鎧 鉄 の みよ の め 次 る % ぁ の と の 
2 種 が あり , 前 者 は 細 灯 乃 至 中 尊 の 集合 
tk, 後者 は 粗 粒 で 主 た Lias 必 の 上 部 に 
HEL, 前 者 より 後期 の 産 塊 で ある 。 


52 AB RS 


© SURO S HTS EA OPIS 
LOC LER Tere CE DS ERIC IO. 
Ro (Econ. Geol. 47, 481—493, 195. 
2) ie SA) 
7378, : 鐵 及び マン が ガ 7 OS tie AAR 
fat Delavault R-E., Irish R. I. | 
SS, IF, HYSY, AY SHBO 
植物 中 た HOS 鉄 及び マン ガン RE 
L, CORMAMED DSR PIRES OB 
Br 先 づ 基礎 的 な 吟味 が 必要 で ある 。 本 
論 六 は この 意味 に 於 け る 予備 約 試験 を 取 
BON Do COMI Kut 
1) "樹木 の 種類 と に と ょ つて Mn, Fe Of 
量 が こと な る 。 例え ば 西部 北米 産 ツ が 
(suga heteropylla) は 多量 の マン HY 
REA, WAY 7% (A Inus sitchensis\ は 
他 の ある も の に 比 し 約 2 HO Fe 分 を 
含有 する 。 7 
2) 樹木 の 器官 や その 年 齢 に よ つ で て で Mn, 
Fe の 含量 が こと な る 。 器官 の ぅ 3 ち 粒 撃 が 
も つと る 金属 成分 の 葉 MIMHCSLIR 
差 が 少な く ; 特に 年 目 欄 の も の が よい 。 
3) - Fe, Mn の 含量 は 気候 に ょ つ で 次 
63 RckeabrOMblt Fe OS sre tg 
INL, 漁 地 帯 の も の は 遡 に Mn 量 が 増 
加 す る 傾向 が ある 。 
4) 上 記 の 含量 は また 基 髪 地質 に ょ つ で 
影響 され る 。 例え ば 花 周 項 線 岩 幕 中 の 植 
MIRA HOLOLO Fe に 富み 易く : 
遡 に 後者 中 の 植物 は 前 者 の も の より Mn 
に 富む 傾向 が み ら れ る 。 
5) 令 床 が 存在 すれ ば 植物 中 の Fe, Mn 
の 含量 に 異常 性 が みとめ られ る 。 Mn, Fe 
を と も な 3 濃 熱 水性 Seer PRICIER SIL 
る 可能 隆 が 大 きい 。 し か し じ こ れ に つい で 
は 今後 更に 詳し い 研 究 を 進め る 必要 が あ 
Bo Wi eg : 
等 で , 鉄 及び マン ガン の 定量 は それ ぞ れ 
Dipyridyl YW Us Formaldoxime # 
MICK IACI E 5 表 よ りな 
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る 詳細 な 実験 値 が 損 載 され て 居り ; 地 化 
PEPER OBZICIcS (Econ. Geol 47, 
4512145. 1952) TON 
7379, Pome PORMRAR ICO 
tT William G. R. 

- ST POH Baas lCO 


vec IH 2) KFS, 3) HR ORGI 


ORL LOAM 4) 音 鋼 録 量 の 定量 
UGE. 5) PRORSURS 2 ERLE 
OX BADE LO CHURL CW So | 

と の 研究 に よれ ば , RICE DME 
BEKO MSRM BIC IE MPTED % © 
LBAUEDLOLOZBOVHO, その 
5 DORLDMIAIED SD CHS. EH 
(RBRAOD 2h9L e LC 

a) FREESE tisnOK EL UNO MR 
に 類似 し た 組織 が すでに SHE OME TC 
BSE Me L CMHC 
ob), bad 2 ato sae OAL -c 
いる 。 ’ 

c) Cu, Fe, Zn OA FRED KEE 
Wo ko 

d) AgRaKeL BD BA’ DARESKOKIC EL 
し 少量 で , BK 13% を 越え な い o 

e) RURAL N OMAK D BIE? 
OREO ME L—TEOERZAT So 
等 の 13 項目 を 挙げ て いる 。 まだ 筆者 は 
SSA HO PARA at ELEC & BAIL 


SEER b XD BPA JARED 


CHE, ASCHIC (TL PARESS KSA O HE 
R22 図 を 掲載 し て いる 。 Min. Univ. S. 
Paulo, 9, 3—36, 1952) (S73 


7380, Kentuckcy ji] Salem, Hut- 
son EMAMUoweSHLO GRAS 
要 性 一 それ の Illinois-Kentucky 
| ~Fluorospar th~ ORR W- 
A. Oesterling 

| こと の 地方 は Mississippian 及び Pe- 
nnsylvanian 時 代 の 地層 より な り , FBGA 
Sr EE(k St.Louis 及び Warsaw Aika 


FRICIRRAT S— Hutson: 鉄山 鉱床 中 に は 
SUMMA <b>, MRCOG 
HEOIMLIC EL ZLO CAO HAE 
ROSMELE OBS RILR OMX CH Bo 

1) SARS AIO BAS 2) SERPS IRD 
BAo 3) AybREROME. 4) Aiwa 
— BS — tit LSID SK EV(ERo! 5) HE 
ERE OBIS 6) HOPES * (hfe 
Flo COC OFAAESHOKER & D-CA E BB Ei7c 
る ぁ も の は BRIOHIGHHK ~ THPERAIC K ' 
OKEE L ZERVEPRIC FS WRRGKO ME ASE 
Et So BIC MALTRAGT & OBEPIC 
も る : れ , KECK OR EC HS OMe 
CHL Y CIR TLDS ~ (Econ. Geol. 
47, 316~338, 1952) (BSR 


7381, S@BeyW Recs tS 
BOMBRUEBORESA Lyman 
C. Huff ; ) 
金属 讐 塊 を 含む 鉱脈 附近 に お ける 土壌 中 
OS, 鉛 及 び 醒 負 の 含量 に 就 い て , 普 


人 通 の 千 壌 及び 風化 せ ざ る 岩石 等 と 比較 し 


て 出し て 居る 。 Sihicht Se Made 
BRC, TORY b SKBIRTE 
に お いて 特に 含有 量 多 く 。 HB SH 0F 
方 法 父 は 野外 で 行 は れる 分 析 方 法 の 如き 
場合 で も , 充分 それ 等 が 承 さ れる 程 で 
10,000'p.p.m. に 達する 事 が ある と 又 う 。 
叉 地形 に よる 影響 に も ふれ 』 化学 探 鉄 上 
AXE 4 OC ある 事 を 述べ て 居る 。 

(Econ.Geol 47.517 へ 542,1952) [鈴木 〕 


Bit Sk B 


7382. BMAD TASB BOR 
i BBS Tomilinson, CW. 

Maa y7k~, Ardmore 地域 に 認 
あめ られ る 地質 構造 は , Mid-Continent hy 
方 た 一 般 に た み ら れ る 構造 と し で は か な りら り 
に 特異 な も の で ある 。 筆者 は この 特殊 の 
HIEIGERL Cone, WOR RICH 


\ 


#54 


大 し た pseudo-plastic folding (4), 
び syncline (7), HO R2NCEL 
た fan fold (へ ), 下 部 の 右 期 岩層 か ら な 
る competent core WLC HHL BO 
た 根 の な い rabbtears anticlinoria (=), 
極め て 短 区 間 で み られ る hinge fault 
( ホ ) 正 遡 両断 言 の 相 近接 する steep fault 
(\\), 一 種 の hinge fault と thrust, と 
を 件 つ な propeller fault ( 下 ), 及び hor- 
st-graben ( チ ), と も 名 付く べき も の と し 
で 挙げ た . 筆者 は と これ ら の 特種 な 構造 を 
夫々 と の 地方 の Caddo, Overbrook 尊 
zi (4), Ardmore 向谷 (),Arbuckle 
BA 
YEA (=),Cedar Canyon fs (7k) Cri- 
ner (~), Wachita Valley&y/= (+), 
Woodford 及び Crusher 附近 の horst- 
graben ( チ ), に つい て photogeological 
に 詳 述 し , この 地域 の regional crustal 
compression に 起因 する 構造 で ある こ 

を 言及 し た 。 (Bull. Am: Assoc. Petrol. 
Geol., 36, 1820~1840, 1952) (iE) 


7383, Crow Creek B#*ERE 
MBOSEBHORRUEORIR Cr- 
andell, D.R. 

South HRM OE LE CES 
YY =A HoMICa AT 6 Pierre f= 
(FRR GA) (LESH OCRRSHS 
が , ASHCwWay + ha (BS UR), 
及び その 上 位 の 泥 次 岩 (ES 105) と 
を 以 て 特徴 づけ られ る Crow Creek se 
DSENSZS BBltc OMBCowc, 
ORAL TRO CaCO; OL: 
By hE OR EMRE MD OFT 
BN BUSTS CPTI FPO TS 
ASUS PRO vy vb BORED AD blk, 
LORAINE L 東 の 方 か ら 運 ば ぼれ た こと 
と が 考え られ , 湊 酸 石原 分 の 流入 は シル 
ト 岩 の 最初 の 生成 と 時 期 を 同じ くし て い 
る こと と; シル トト 誠 の 前 麻 面 層 (foreset) eg 


(へ), Fox-Graham 及び Velma 


Dacota 


85 En BER E © 


理 の 存在 は Pierre MHD Gregory I 


ED: HARA South Dacota 地帯 に 於 っ 


ける 海 旋 面 の 上 昇 た す ょ つて 次 如 し た こと ど 
等 が 老 え らち れる 。 Sioux Hea OBL 
WS REO LALTO* 秦 同 時 期 ど 
老 え られ , 既に 沈 積 し た 堆積 物 の re- 
werking IC LOCO OME FRMOy Nh 
BO AER BRL 4 OCHS 
5. (Bull. Am. Assoc. Petrol, Geol; 
36, 1754~1765, 1952) Sinz) 


7384, イオ イリノイ, FYRIE— FI- 
uorspar 地方 , Chester GOA 
BAHwIS2 Sutton, A.H.; Oesterling, W. 
A. . 

Mississipian (4 Chester #{Okb= 
は St. Louis DwPb METI 71k 
て , Gry 27%—- RAH RICHOT 
Ht Wa kOCEIKAwaO Aiea 
ら な り , Renault, Bethel, Cypress J 
© Hardinsburg &@ formation #& 
ん で いる 。 これ ら の 各 麻 は Eastern In- 
terior basin で は 多く の 油井 の 資料 と 相 
和 候 つ て 詳細 な 記載 が な され で いる が , パ 待 
者 は Fluorspar 地方 に た 於 て ダイ ヤ モ ン ド 
MHC LAH 35 AROA-TFH 20:x30 
WHO PAENCOV CREEL, 地表 地質 調査 
CARR CH ORBE DAH 
SHORE, PROB ONLEEE. 
LOR ak continental origin の 
SOCEOMICIMET SBME IL 比較 的 
BIHOLOCHSLL, BORA OR 
め ら れ な か つた ARO BR BADNCL 
た 。 (Bull. Am. Assoc. Petrol. Geol:, 
36, 1775~1801, 1952) [加藤 


7385, DIAL PM), ペン ツラ 地方 
の San Miguelito 油田 Mc Clell- 
an, Hugh, W.'& Haines, Richard, 
B. ' pie ote Poti 

カル ホル ニア プ 引 ベン ッ ラ に ある San 


A7c PES と A 


eee er 


ob 


Miguelito 油田 は 19314 11 A ICHiSeaH 
PIC LOCKAR Shits COWMAlE: Ve- 
ntura Avenue fold の 西方 た 連続 し た 
BAS Sie BOR SETHE aD 2500foot 
DCHRMEHREODCHS. BALE 
OPRHO SACO CHT FAST 

及び 鯉 新 世 に 関し て 地質 柱状 図 を 示し て 
各地 麻 に 関し て 説明 し , RICHVERSAIC 
つい て 略 述 し , FBR EBC FS 
禁 准 的 な 電気 柱状 図 を 示し , BeICMS 
方 法 に つい て も る ふれ て いる 。 (Bull. Am- 
er. Assoc. Petrol. Geol. 35, 2542~ 


2560, 1951) (BAI 
7386, オー スト ラリ ア の 石油 可能 性 


Reeves, Frank 

オーストラ リア に は 14 OAD: 
あり , SHES 7 ICHMOBIC 井戸 が 
掘ら れ た が , 供 か 2 つの 盆地 に 石油 , ガ 
ス の 姜 積 の 可能 竹 が 見 出さ れ た に 過ぎ な 
Wo 軍 相 な 地上 調査 で 右 油 , ガス の 徴候 
が 知 つ た の は 1924 年 Wade が 西部 オ 
ー ス トラ リア の Ord River Basin に 於 
ける Lower-Cambrian basalt の 割 目 に 
発見 し た 。 この 僅か の 油 の 根源 が pre- 
Cambrian carbonaceous shale の も の 
で あら 3 と 想像 され て いた 。 HAL 
陸 と の 分 布 状態 を 図示 し て 地 暫 時 代 的 に 
RU AH ARDY 水 成 盆地 の 総括 的 
デー ター を 各 和 盆地 ご と に 示し て HICH 
地 を 適度 の 石油 見 込 を も つた 人 符 地 と し て , 
Northwest Basin, Desert Basin, Bo- 
naparte Basin, Coastal Plain Basin 
を 取上げ 僅か に 友 油 見 込 を も つ だ 法 地 と 
し て ; Gippsland Basin, Roma-Sp- 
ringsure Basin, Murray River Basin, 
Great Artesian Basin, Sydney Basin, 
RICHI RAS Rel RHEE Lc Eucla 


Dawson-Mackenzie Basin, 


Basin, 
Ipswich-Clarence Basin, Geo rgina 


Basin, Ord River Basin と 3 つの 階 


ie : : ip 55 
MICHAL Ci iSo RICH Basin の 各々 を 
に 関し て 地質 WHEE, MEO 
他 に 関し て 詳細 に の べ で て い る 。 (Bull. 
Amer. Assoc. Petrol. Geol. 355. 2479 
~2525, 1951) . (阿部 3) 
7387, 
Wabash の Waltersburg 油槽 砂 
HILT Swann, David, H. 
Upper Mississippian の Chester #§ 
の Waltersburg 砂岩 は 1950 HO1R 
に は Eastern Interior basin に 於 ば る 
7,0007 barrels の 妨 油 回 収 が 行 は れ た 。 
こと の Chester 統 は 下部 Wabash 地区 だ だ 
於 て 1,000~1,300 feet DB Ae LOe 
4, DERUARELORALOG BF 
岩 は 大 体 600~800 feet be L BIE 
で 200~250 feet で あつ て ; Chester は 
主 に 石 次 岩 と 砂岩 の 黒 層 より な る と 記載 : 
され 分 けら れ て いる 。' 本 好 域 た 於 ける 
Waltersburg 砂岩 は Chester ome 
HAD EAICHL EO AEICOV CIE 地 
UTD NEI ELC meno 
So FICHEOMPERICIV TILE FICS 
る Menard と Vienna ICAO - 
PICICEALCHEL © OMGILI IS 0.06 
~0.10mm, silt~fine sand で 大 部 分 が 
石英 で あり , 2~3% の Chert Hd, 
RICHEY S o> ' 長 右 は 見 出さ れ な 
Wo 灯 圭 鉱物 は 岩 左 の 約 15% bo, = 
次 的 夏 英 と 方 解 三 の セメント が 認め られ 
Bo porosity は 19:5% に 及び perme- 
ability は 1,569 millidarcys に 及 ん で 
いる 。 更に 柱状 断面 に 於 ける 電気 柱状 図 
を 示し 油 病 の 形 , ガス 油 及 び 水 ( 塩 尿 ) と の 
関係 並び に 砂岩 の 麻 厚 と 拒 源 に つい て で て の 
A 油 の 凄 積 た 関し て 詳 細 に の べ て いる 2。" 
(Bull. Amer. Assoc. Petrol. Geol. 
35, 2561~2581, 1951) "CBee 


イリ ノイ と イン デア ナ 別 の 下部 — 


re 


1K 


a oh 


2 


} 


#56 “Bm RK ea 


. - Pd, 
‘ a 2 ¥ he 


1 4 


Ze RPE 


7388, agonist! A a 


AACR, PRIA 
“W309 2 EF BaAl,Sis0, DE 


FREAD. BaCO; tara VV RRL 


LERAERECL DARE ACK. と の : 


AREAILAT EAC > 比重 は 3:3037 


w=1.573, 光 軸 角 は 極め で 小さ くに 皿 位 
格子 は a=5.25, c=7.84A, ies c/a= 
1.494 で 宏 画 群 は Den で ある 。 低温 型 
ORES y eR Le CL FB 


高温 型 の 六方 品 系 の 異型 の 存在 する 事 が 


し られ た 。 又 熱 的 隆 質 を 吟味 し た 結果 , > 
と の 高温 型 Ba 長石 は 、300? 附近 に 於 い 
て <8 型 貴 位 を 行 ぶ ふぅ ・( 光 硝子 研究 報 
43, 1, 8~13, 1950) CEAID 
2 2H & 

7389, BABORRERERR Met 

SABA 26 年 , 27 EO 2 回 に わ 
た つて 重石 次 誠 調査 を 目的 と し て 合計 2 
ヶ月 に 貢 つ で 調査 し た 槻 路 に つい て 自然 


張 境 の すべ て の 点 よ りり な が あめ た 種々 の 「 


HICHL CON CWS. 地質 と し て は , 

本 島 の 北東 南部 の 海 崖 に 環状 に , 中 生 代 
cHeSnthika Wa » BS 5ERI 
北東 , 傾 誰 東南 , 垂直 或 ひ は 西北 に 笠 
WL, COMER BV CHALE ATE 
MateOnRR AO Ube 形成 し てい 


Bo NN sere / 


MATER ORMMAICIS 接触 変質 を 

| ZO 数 十 米 の 範 園 に Cordierite A 
て いる 。 第 三 紀 必 は 隣り の 種子 ヶ 島 に は 
発達 する が 本 島 に は 全く 欠き , BEAK 
山 岩 類 も 西 隣 の 口 永 良 部 島 た に は 発達 する 
も 本 島 に は 知ら れ て いな い 。 BAU E 
Hee Sh DAL K WK R EN Wipe 
FRIMICNWYEOIC HET 4 DACH Zo 
BY TAF Y 鉱床 は Enea ODEAE 


+ 


に 出来 た SAUNA SUR ORION CR, 
つて , BAA AB AIC HOC 
TERPS ICL KE OR 1km 位 し 
DRG MAIL SRBER<Y 
HY BSERIRC, 走向 は 中 央 部 を 中 心 
と する 同心 状 で , 傾 狼 は 島 の 中 心 に た 向 つ 
て 40 へ 60° で ある 。 SUOEBMBAA 
グラ イヤ ゼン PBL CRG BBL 
その 中 に 鉄 マ ン ガ ン 重 石 を 含 各 須 が 数 本 
存在 し ・ 現在 包 数 ヶ所 の 久 床 が 発見 開発 」 
SIC Do MERLAE IAHR 鉄鉱 , 磁 硫 
Gok, GRA, KOLB, 自然 人 等 が ある 
RAIBRAE BEOSDRA 8 
ER RGAE MLS So SMALE 
4) RSLOMN, BROMRET 0 ea 


「 る 5 型 に 分 数 され て いる 。 BHT THEE 


推 害 合 計 3~5 万 t (WO』 0.59%) で 未 探 
SKE でる ある の で 将来 に 対す る 期待 は 大 き " 
Wo 宮之浦 鉱山 で は タン TAT v SICK 
FLO C ERS & NICHT 2 ROS 
Ke MeSH MER RREe 
Whit & DCREMWITG 切 出 し て いる 。 LM 
CORREA OBGD SBM LEER Ok 
京 が 存在 する 。 その 他 屋 久 島 の 自然 人 次 
的 な 容 察 を の べ て いる 。 (Jour. Geogra- 
phy. 61, 3, 1952) C3) 


7390, 南開 東 の お いた ち iyi 
PAB RIA SIC Aldi ie 関東 構造 線 
の 出現 に 始ま り , 東北 , 西南 日 本 の 区 別 
が 現 ( は れ 赤 石 ・ 関東 の 対 曲 構造 を と り ie 
め た 。 RICRMBRAE < RET SE 
TELL ATAIEIO NHL ein LS 
えら れ , RICK LUPBANC HK 4 ee 
IR RM OAD Fossa Magna 地域 に み 
られ る が か が, 関東 山地 周縁 の 地層 は 殆ど 
KE BET COOK UGG 
MCL CARL icHeeth, 御坂 地方 か ら 
庄 沢 ・ 伊 豆 ・ 大 井川 流域 た か け で は で 
Lepidocyclina OBS MOBA A 
f°. SRLS CUR Bees 


x 
7 


4 
1S 
if 

§ 


と 


(RFR) へ と , REIS REUNELD RO 
CHERIS < 700, 地層 は 何れ る 数 千 


\ 


— HROENIC LOBE AEC a) 中 


AOBBEAL, HATE OM RR ANT 
2S DEK CEOMRLRAS Ce 
Wo 

 FSRPRORME Cs, KWo ese 
面 岩 質 に 変 つ た 。 CORDIC S & Mh 
PARR MET CS ABET, 造山 其 
Ab, FRR—-BMy Seo Bee 
GES ° LARS EEL TS 灰 成 岩 
類 ゐ 帯状 導入 と が 行 は れ た 。 FRACS 
(Lo DEBRA O BALD PR RACE 
Bee. CWDS この 結果 が Olivine py- 
roxene-basalt の pillow, lava C##E 
Wek 2 SRR LC ARID aE  & 


ORREGE (=4@7 HER) ¢v4ekc - 


ewmelcCat io AiR TAM Rt 
FT AM AIOSILBICKS < Zeb 南側 に は 
EMD b BRICK SOC E\ HMA: 
発達 し て ; 厚 さ 数 千 米 に 及ぶ 累計 が 生成 
され だ た 。 CHICO andesitic, da- 
citic な 火山 活動 が 行 は れ た 。 その後 行 
XA 7c HHS BARES CLO 表現 
され で いる 。 COMME 階 た に 行 は れ た 中 
Hy OE RILRE DBE 40 環境 を 作り 
出し , . そこ と に 生成 され た BEREHIC 
(i, 深 工 両 動 物化 石 の 混合 ・ 岩 相 の 符 変 
の 現象 が 見 られ る 。 其 の 後 十 房総 半島 の 
隆起 と , 古 東 京 溢 の 北乃 至 北 西 の 移 動 が 
続い た と 考え られ る 。 更に 筐 者 は 現在 か 
ら 過 去 べ の 段階 に つい て の べべ, BRICK 
質 構 造 の 区 分 と て の "Fossa Magna” 


WHMBIOREDS, COT OF 
展 す る 間 の , PaPRA ANH LIL, 対 


. 曲 構 造 を と つて いた 時 代 ( 百 塵 紀 ~ 古 第 


三 紀 ) “Fossa Magna” CORE Re 
PRILZOPPEICSE DIC eo) bb) 塩基 
和 性 火山 噴出 物 を 多量 に 伴 ぅ 厚い 海 成 礎 を 
生成 し た 陥没 性 地 向 釣 季 区 と い 3 意味 


oF BSE Rs Peel s: 
y i ; ere) a : fe ade ae ie; 5 
r oS a ” Le $57 VW a 


で , AOD CARE DOTS 


(E~F))o (HbyREHS) <) “Fossa Magna’? 
が 北部 の 信越 地区 と , PMO RRC 
地区 と に 分 れ た 時 代 (Fz~K) Ceti) B 


FN OTRAE A sb BSE PIC か け て の | 


MBER CIL, FRR RR BLO Led 


| に より , LOREM RL CBRE 


季 医 域 と が 分 れ た CERT CAS: 


(立地 自 鉄 科学 研究 所 報告 10, 1952) 
| [ 隔 部 〕 


7391 。 大 西洋 底 に 於 ける 強 竹 波 測 定 
其 の 5 Bermuda, Bexmudai Rse, 


Nares Basin. Officer, C.B., Ewing, 


M., Wuenscaol, P.C. 


Bermuda #8242 L-CKBREC 


於 いて で て, 1950 2B, 1951 年 大 の 三 固 に 
BO 70 7 ORM AIC k AH Ese tees 
な され た 4 HAD 5% Permuda 講 島 の 
南方 向 及び 東南 方 向 に 沿い , Nares Bas- 


in の 北 縁 に 至る 2 HAOMMICHVYS - 


考察 し て いる 。 Nares Basin 附近 の プ ョ 


フラ イル か ら 海 度 は 炊 の 4 layers pV 


られ た s 
AERO. BA 1.70km/sec 
BS Le LLL ee a Se 
7B 4.51km/sec 
see (EF) 7P4) 6.68km/sec 
FLEE (Fie) 年 8.03km/eec 
MAE ORLFt Mohorovicic A 
続 面 に 当る 。 深 さ FH 10 Ch Bo 
Mohoroircic REGIIO _b.CWWVAIL ABB 
(sial) FARA (intermediate layer) OF 
HEC 4 So TRL Te KL, Bete 
積 物 の 厚 さ 及び 固 緒 し な い 沈 筐 物 の FBS 
は Berurnuda BYpbHth SO EKAZA4AS 
—0.5 ¥f, 0.8—0.1 45 CRF So HORE 
ERB 7c OL SRST SRA (de- 
pressicn) の 存在 と Bermuda Rise に 
於 ける Mohviovicic AHMET IRL 
で ある 。 Berumuda #HEWRMOT a7 T 


ie OP J 9 
y pr 


yt 


58 en oe) ae ee 


\ 


イル で は Berumuda 炎上 田 の は づら れ た 
UME eR 4.25km/see で ある 。 - 
- Bermuda SitOme WBS HEe 
地質 的 祥 査 , 試験 結果 (Hamilton 島 ) は 
ROKR AT o 火山 台地 は 浜 積 期 の 水 
油 時 代 の 海面 低下 中 に 現在 の 深度 に 下面 
化 せ られ た 。 水 河 期 以前 の 地層 は 現在 の 
海面 下 0,075 aS bhtko (0.03 将 
の 高低 差 あ る が )。 YERRHIO eolianite, 
foesil soil が 沈 積 し た 。 雌 筐 の 結論 は 環 
「 礁 生成 た に対する 水 河 の 影響 に 就 い て の 
Daly の 老 へ と 一 致す る 。 Bermuda の 
既知 の 聞 質 等 的 現 仁 を 説明 する に は 必 し 
も 沈降 説 を 想 し な い 。 (Geol. Soc. Am., 
Bull., Bull., Vol.'63,777~808,1952) 
FS) 


7392, New York Cortlandt 

Complex の 和 福 造 の 重力 及 磁力 に よる 
調査 Steenland, N.C. and Woollard 
GP. 

本 地域 の 塩基 性 岩 体 上 の 185 の 量 力 測 
FEO cet 30 mgals (Fh), 15 mgals 
(西側 ) の 異常 が あり , Balk の foliati- 
On 構造 地域 た 当る 。 凍 者 は 綴 254 ME 
BS 4.7 OUR Aa BR Me 1.20, 
eS 5. 唱 の 垂直 円 商 と に 当る (LORS 
は 軍 力 効果 の 最小 値 )。 

磁力 油 定 図 は 本 complex (ChE 4 BENE 
な 桂 淀 を 時 し な い 。 complex の 中 笑 人 部 
に 出る 1200 gammas Sit (tows 
ae en 
He (Smzals) に よる 計算 結果 と 
46 fa 1000 gammas OR at 
4 ヶ所 周縁 部 に ある が , その 中 3 Lae 
CROKE RIC LES 4 OCH Do 
(Bull., Geol. Soc. Am., 53, 1075— 
1104, 1952) Ga) 


7393, ABFFFMASAF 3M ith BK D 
XA Prouty, W.F. 


フロ リズ 北東 部 か ら New Jersey 南 
RIC DIT CA BES EO RIC 題 装 な 分 


BR LOL COSMMRIL, その 数 が 少 


く と る 50 万 と 推定 され , 瘍 所 た だ ょ つて は 
誤る 限ら れ た 地域 の 50% も の 面積 を 占 
あめ る 程 の 著しい 分 布 を し めし て いる . こ 
れ ら の 軒 地 に た について, LOMRARRO 
大 円 放 を 統計 的 に 扱 つ た 結果 に ょ る と ; 

その 下 で 比較 的 大 きい も ゃ の (CORB (E 
2.5 REF AZLOBERSA!) ほど 或 る 一 
定 傾 向 た 集中 する 。 更に 軒 地 群 の ある も 
Ole MEIC ME OBIT ELC 心臓 型 を 呈す 
る も ゃ の が あり , CHOOBRDSL COL 
HOPPILEA AIC LOC 出来 た も の で ある と 
と が 認め あら れる 。 CORBRIAEETILOR 
下部 段丘 及び 海岸 省 野 沈 積 物 よ りゃ る 基 く 
DY comICBE TBO WEL Ite 
Wo. (Bull. Geol. Soc. Am. 63, 2, 
167~224, 1952) [加藤 


7394, BB FORMES PORE Hh 
OWMBOBRE Morey, G.W., He- 
sselgesser, J.M. 
RESICRES S 装置 と 方 法 が 記さ れ で て い 
Bo 400°C ICANT S KRRVHAD EBOW 
{REX 500 psi で 1.0 ppm で ある る も の 
が , 15000 psi で は 1548 ppm chy 
する 。 500°C で は 500 psi で 4.3 ppm 
が 15000 psi で は 2.596 ppm に 増す 。 
と の 両 温 度 の 浴 解 度 曲 線 は 一 つの 圧力 で 
BLT So be Se = EFT CITA 
500°C に 於 ける より る 400°C の 方 が 大 
きい 。 尼 待 圧力 の 前 後 で は 次 解 度 は 逆 に 
な る 。 この 交 又 は 二 庄 力 下 に 於 ける 水 の 
圧力 一 密度 関係 に 基く も る ので, KORE 
点 に 関係 する 。 (Trans; ASME, Oct. 
865—875, 1052) Gers) 
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西南 北 施 道産 満 俺 信 物 の 微量 成分 に た 就 て ( 満 俺 録 物 の 研究 I い .……. 理 Pe 
^ 國 門 生 域 の 中 生 代 奨 次 質 岩 石 に 就 い て (SI, SH)... eee We 地 36 


東北 地方 油田 第 三 系 下部 訂 の 堆積 学 的 考察 111、 
終 包 凝 克 岩 麻 を 特徴 づけ る 火山 活動 に つい で «- 1 eee 加 We 
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ee BS Serine (I), 7 ae 
FRED SPB EE (1), (2), (3) RO cho it cy Nae eeeee if LL] ie 


大 eB 

AP VAM 7 BREED Y ASY BET 7 Ae cece, Gall 1B 
FRM OWVRIICH IL « BES BT 杉 本 良 
の 鉱物 組成 と 黄 の 共存 関係 に 就 で Ct 
AHEM PERG DIT OWE «eee PH a 
KERR MUIC INS BAVA OBIT eee eee (eh i 
Ae eMC LA OTA eae TE CO dp eels ence | 


BRIBED Mii LIAS GREE O RHE oe eee eee fS 本 We 


秋 [ RAE UOT F ROA BY VHRICIT & EG 
OO SE UA ee aa ER At yl 


岩手 県 慕 丸川 及び 豊 沢川 上 六 地 方 に 於 ける 火 成 活動 に つい て …・: 早 川 典 
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Crystal Growth, H.E. Buckley P : 
Dana’System of Mineralogy (7th edition;, Vol. II. nates Te 
Princyples of geochemistry, Brian Masson 


Socom K. Rankama, Th. G.Sahama. 


Theory of X-ray diffractioion in crystals W.-H. Zachariasen. 


Pb $k 


物 学 及び 結 品 学 MAIER 9144¢r 
岩石 学 及 び 火 山 学 ・ KRELORMVERCING HE 外 34 件 
@ Jk ok RE 鉄 石 に 於 ける 組織 及び 鉄 物 棋 造 の 分 類 と 定義 SCE 
Both eR トル ュ の 石油 瓦 其 及び アス フ ア ル ト 外 83 件 
BW akin 。 娠 理 考 鉱物 の 示 差 熱 分 析 外 6 件 
石 He BRROA AN a- YAORMEZHERICRET ARTE 
参 £ 科 学  Nortonite MADE Lan HTH 


fH 8 介 。 


Principles of geochemistry. By Brian Mason. 本 填 は 地球 化学 の 
ORB CLCR< ELSON CWS. FETHRORSEL RO 3 Biche CHL, 
RY CANE LEALER IRN, AROWRL RD, JFAMMORMELS, PERE 
GRUIO REA 2 RL KOR, 堆積 作用 と 堆積 岩 , 変成 作用 と 変成 岩 , 地球 化 
『 掌 的 輪 如 等 を 記し て いる . (本 交 276 H, 42, 3839, 発行 所 John Wiley, 
13952 年 , $5.00) [ARR] 


Geochemistry. By Kalevo Rankama and Th. G. Sahama. #A#/LHH 
EME SEMIC RUC CES. BR ORELSTCH CIL IBA TROR 
ci, HEROMEMLSIHRE, AGB. KB ARR OEMBOREMLS, HHEE ” 
PL PHILO, HHERO (LAURE RSE RN, RY CB RICH Clk 36 RICE 
(IC, 各 元 素 の 記載 , 分 布 , 産 状 , 地球 化学 的 講 隆 質 , ORK, ARMLOROKR | 
Pelee mC, BICC L OC 了 線 子 量 , 原子 半 綴 及び イオ ン 半 綴 , THORNE 
i 造 , 地球 の 諸 恒 数 等 を 記し て いる . (KAMIIZA, 図 54, R211, 発行 所 Uni. 
(Chicago,Press, 1950 年 , $ 15.00) [大森] 


Theory of X-ray diffraction in crystals. By W.H. Zachariasen. 
ABRAMS ORE. ZAR TOMROVEE, . X 線 廻 折 の 理論 等 を 述べ た も の で 
4 あ つて, 結 品 境 造 の 研究 た に際し て は 欠く こと の 出来 ぬ も の で ある . 全 鶴 4 章 よ り 成 り 
SSL 章 に た は 結晶 の 性 質 を 緒 品 面 , 有理 指数 の 法則 , 逆 ベ クト ル , Reda, MRP 
の フー リ ニ テ 級数 に 依る 表現 等 12 衛 た に 依 つ て 人 述べ, 第 2 章 , 結 品 の 対称 を 対称 の 要 念 , 
Lee ZS 7 節 に 分 け て 述べ , 更に 第 3 章 と 第 4 章 た に 於 て , 理想 結 品 と 現実 
| 結 品 の X 線 廻 折 を 夫々 14 及 び 12 委 に 分 け て 詳 論 し , 附 鉄 た 群 論 財 を つけ 加わ そえ て い 
る. 数 式 た 依 つ て 議 給 が 分 5 り 易 く 述 べら れ て いる . (AM 255H, John Wiley, 
」1945) [KR] os 
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